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あだちまつり

A- Fest a2000
出会い　 ふ れ あ い 水 辺 の ま つ り

10 月14 日(土) 15日(日)
荒川河川敷『虹の広場』

「あそび」の秋、到来。今年もA―Fe
st a の季節がやってきました。開催さ
れるイベントは区内団体の皆さんによる
ボランティアで企画・運営されています。
遊びの達人が考えた楽しいイベント がギ

ユツとつまった2 日 間。めいっぱい遊ん
じゃおう!

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

虹
の
広
場
中
央
に
特
設
ス
テ
ー
ジ
を

設
置
。区
内
ア
マ
チ
ュ
ア
グル
ープ
の

皆
さ
ん
が華
麗
な
パ
フ
ォ
ーマ
ン
ス
を

繰
り
広
げ
ま
す
。

チ
ャ
ッ
プ
ン
の
大
冒
険

ま
つ
り
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
チ
ャ
ッ

プ
ン
」の
テ
ン
ト
を
探
す
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
。ゲ
1ム
を
し
な
が
ら
ス
タン
プ

を
集
め
る
と
、完
歩
賞
の
ほ
か
い
ろ
い

ろ
な
賞
品
が
当
た
る
大
抽
選
会
に
参
加

で
き
ま
す
。

リ
バ
ー
サ
イ
ド
バ
ザ
ー

所
せ
ま
し
と
並
ぶ
テ
ン
ト
に
は
、お

い
し
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
。ふ
る
さ
と

物
産
展
も
人
気
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
掘
り
出
し
物

を
見
つ
け
よ
う
。リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す

る
相
談
も
で
き
ま
す
。

こ
ど
も
広
場
ほ
か

ふ
わ
ふ
わ
ト
ラ
ン
ポリ
ン
や
ミ
ニ
S
L

な
ど
1日
中
遊
べ
ま
す
。野
点
、大

道
芸
、ス
ポ
1ツ
ゲ
1ム
、あ
だ
っ
ち

ボ
ー
ル
(
1
5日の
み
)も
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
応
接
し
よ
う
。

創造! 躍進! ドキドキわくわく足立の産業
第12回足立ブラント産業まつり

～北千住イベント広場～

10月14日( 土) ・午前10時～午後5時
15日( 日) ・午前10時～午後4時
区内の企業で開発した製品が 一同
に集まり、優れた技術と製品を披露
します。そのほか、楽しいイベント
を用意しています、

{スタンプ・ラリー}
コース(北f住駅前→産業まっり会
場)　※両日ともラリー参加者1海
人(先着川こ記念品プレゼント

主なイベント
◆ ステージイベント
*バルーンショー、マジック
ショー、歌謡ショー
*もちっき、ゲーム大会
*どっきりオークション
*わくわく大紬選大会

◆ 体験・冥演コーナー
◆ 裂品展示・薮売

問先=産業振興課
3880- 5111㈹

ご

来

場

の

方

へ

☆
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。嗔
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
驅
い
ま
す
。

☆
ごみ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
へ
き
ち
ん
と
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

☆
荒
天
の
暘
合
は
催
し
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
だ
ち
区
民
ま
つ
り
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

区
民
ま
つ
り
委
員
会
事
務
局
(

地
域
支
援
課
)

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

会 場 案 内 図今 号の主な内容

2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/健
康
ガ
レ
ン

ダ
ー
/
献
血
/
健
康
あ
ら
か
る
と

4
・
5
面
▽
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
/
生
涯
学
耆
推
進
期
間

6
・
7
面
▽
催
し
物
ガ
イ
ド
/
く
ら
し
の
情
報
/

拐
丿
板
/区
長
へ
の
手
紙
か
ら

8
面
▽
▽
▽
行
政
改
革
/あ
だ
ち
カ
レ
ン
ダ
ー

区長へのファクス

3880- 5678

「区 民の声」を

お待ちしています

世帯 と 人 口 ( 12年9月1日現在　外国人含む)　世帯数: 278, 223　人口: 637, 827人　 ( 男: 322, 608人、女315, 219人)
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
衷
へ

四
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
9
月
2
6日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

第
3
回

足
立
区
生
業
資
金

対
象
上
般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
個
人
事
業
主
の

方
で
、
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
、
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方
・
:
区
内
に
1
年
以
上
尉

住
/
獸
帶
の
生
計
を
立
て
る
住
民
登
録

上
の
世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま
た
は
拡

充
が
日
的
/
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
/
確
実
な
連
帯
保
証
入
が
一
人
い
る

貸
付
額
u
l
肚
帯
即
万
円
以
内
(
予
定

利
率
0
.
4
%
、
据
え
置
き
期
閥
中
は
無
利

子
)
返
済
方
法
1
6
ヵ
月
据
え
置
き

後
6
0
回
元
利
均
等
償
還
申
込
n
申
込

書
を
窓
口
に
持
参
※
用
紙
は
9
月
2
5

日
か
ら
、
民
生
係
窓
口
、
K
民
事
務
所

(
中
央
本
町
区
民
事
務
所
は
除
ぐ
)
、
福

祉
事
務
所
(
表
3
)
、
勤
労
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布
受
付
期
間
-

1
0
月
5
H
～
1
7
口
※
次
回
の
貸
付

(
第
4
回
)
は
、1
3
年
1
月
中
旬
に
受
付

を
予
定
申
・
問
先
u
民
生
係

表3　 福祉事務 所一覧

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

(
2
級
1
3
0
時
間
コ
ー
ス
)

日
程
a
H
月
1
日
～
3
月
1
4
日
の
水
曜

日
と
月
1
回
程
度
の
土
曜
日
時
間
u

お
お
む
ね
午
前
9
時
～
午
後
6
時
対

象
u
ホ
1
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
意

志
の
あ
る
方
、お
よ
び
既
に
働
い
て
い

る
方
で
、講
習
期
間
中
全
日
を
と
お
し

て
受
講
で
き
る
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
員
u
4
0
人
公
開
抽
選
-
1
0
月
1
3

日
閙
、午
後
2
時
(
健
和
会
)
※
出
席

の
義
務
は
な
し
。結
果
は
全
貝
に
通
知

費
用
u
1
万
6
千
釖
円
申
込
u
往
復

(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

職
業
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
。「
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
受
講
希
望
」

を
明
記

場
・
申
先
―
医
療
法
人
財
団

健
和
会

〒
沺
・
0
0
2
2

柳
原
1
1
2
7
-
5
　
(
3
8
7
0
)
2
0
5
4

期
限
H
1
0月
6
日
必
着

※
複
数
応

募
、
往
復
(
ガ
キ
以
外
で
の
応
募
は
無

効

問
先
H
高
齢
計
画
課
計
画
推
進
係

現
況
届
は
お
済
み
で
す
か

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
8

月
に
現
況
届
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
況
届
が

未
提
出
の
場
合
は
、8
月
か
ら
の
支
給

が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
至
急
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
現
況

届
に
必
要
な
住
民
票
、
外
国
籍
の
方
は

登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
香
が
無
料
に

な
り
ま
す
。
交
付
申
請
の
際
に
は
、
区

民
事
務
所
の
窓
口
で
、
証
書
ま
た
は

「
お
知
ら
せ
」
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
―
児
童
手
当
係

1
0月
以
降
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の

交
付
が
変
わ
り
ま
す

対
象
―
区
内
在
住
で
次
に
該
当
す
る
方

①
昭
和
5

年
9

月
3
0
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方

②
1
0月
以
降
新
た
に
7
0
歳
に
な

る
方
(

誕
生
月
の
初
日
か
ら
交
付
を
受

け
ら
れ
ま
す
)

※
い
ず
れ
も
高
齢
者

福
祉
手
当
受
給
者
お
よ
び
特
別
養
護
老

入
ホ
ー
ム
入
所
者
は
除
く

交
付
場
所
-
1
0

月
2

日
か
ら

、
表
1
(
7
0

歳
に
な

る
方
へ
の
(

ガ
キ
に
よ
る
お
知
ら
せ
は

し
ま
せ
ん
)

有
効
期
限
1
1
3
年
9

月
3
0

日

費
用
1
1
2
年
度
住
民
税
が
非
課

税
の
方
・
:千
円
/

課
税
の
方
・・・
2
万
5
1
0

円
/

①
の
方
で
1
1年
度
無
料
の
パ
ス
を

持
っ
て
い
る
方
…
5

千
円

持
参
す
る

も
の
I

①
の
方
・・・
8
月
末
に
郵
送
し
た

該
当
通
知
の
裏
面
に
記
載
/

②
の
方
・
:

⑩
医
療
受
給
者
証
ま
た
は
介
護
保
険
被

保
険
者
証
・
交
付
費
用
・
(
印
鑑
)
/
非

課
税
の
方
の
み
・・
、1
2年
度
(

非
)

課
税

証
明
書
ま
た
は
介
護
保
険
料
決
定
(

変

更
)

通
知
書

問
先
U

在
宅
支
援
係

表1　シルバーパス常設交付窓口( 10 月2日から)

無
料
乗
車
券
を

交
付
し
て
い
ま
す

都
電
・
都
バ
ス
。都
営
地
下
鉄
の
新

し
い
無
料
乗
車
券
を
交
付
し
て
い
ま
す

(
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
を
除

く
)
。対
象
n
①
身
体
障
害
者
手
帳

〒
～
6
級
)
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
②
療
育
手
帳
(
愛
の
手
帳
)
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
③
戦
傷
病
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
恩
給
法

の
特
別
項
症
～
第
6
項
症
お
よ
び
第
1

款
症
～
第
5
款
症
ま
で
に
該
当
す
る
方

④
原
子
爆
弾
被
爆
者
の
医
療
等
に
関
す

る
法
律
に
よ
り
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
で
同
法
第
8
条
に

規
定
す
る
厚
生
大
臣
の
認
可
を
受
け
た

方
お
よ
び
健
康
管
理
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
方

⑤
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
世
帯
の
世
帯
員
の
う
ち
I

入

⑥

旧
母
子
・
準
母
子
福
祉
年
金
受
給
世
帯

の
世
帯
貝
の
う
ち
1

入

⑦
児
童
扶
養

手
当
受
給
世
帯
の
世
帯
員
の
う
ち
1

入

申
込
U

表
2

※
窓
口
に
持
参
す
る
も

の
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す

。
ご
注
意

く
だ
さ
い

申
・
問
先
U

①
～
⑤
・
:
管

轄
の
福
祉
事
務
所
(

表
3
)

⑥
・・・
国

民
年
金
課
給
付
係

⑦
・
:
児
童
手
当
係

表2　無料乗車券申請手続き必要書類

高
齢
者
の
生
き
が
い
と

福
祉
向
上
の
就
業
強
化
月
間

「ジ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
2

O
O
O

」

日
時
u
1
0
月
2
7
日
廁
、
午
前
1
0
時
～
午

後
4
時

場
所
―
車
皋
都
高
年
齢
者
就

業
セ
ン
タ
ー
(
J
R
飯
Ⅲ
橋
駅
下
車
徒

歩
7
分
)

内
容
n
都
内
の
シ
ル
バ
ー

入
材
セ
ン
タ
ー
会
員
に
よ
る
展
示
・
即

売
/
高
齢
者
擬
似
体
験
の
教
室
/
パ
ソ
J

ン
初
心
者
の
体
験
教
室
(
電
話
申
込
、

先
着
5
0入
)
な
ど

問
先
n
㈲
東
京
都

高
齢
者
事
業
振
興
財
団

(
5
2
1
1
)
2
3
1
3

□
お
仕
事
お
待
ち
し
て
い
ま
す

内
容
n
伝
票
整
理
・
電
話
番
な
ど
の
一

般
事
務
/
毛
筆
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
あ
て

名
書
き
・
賞
状
等
/
大
工
/
枝
切
り
/

草
取
り
/
塗
装
/
清
掃
/
園
児
の
送

迎
・
留
守
番
/
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
/

チ
ラ
シ
の
配
布
/
袋
詰
め
/
そ
の
他
高

齢
者
向
き
の
仕
事

申
・
問
先
n
シ
ル

バ
ー
入
材
セ
ン
タ
ー

(
1
8
5
9
)
2
5
6
1

と
ん
が
り
ぼ
う
し
カ
ー
ニ
バ
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

セ
ン
ター
の
お
ま
つ
り
を
お
手
伝
い

し
て
く
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
日

程
-
1
0
月
2
9
日
沺
内
容
H
通
所
者
介

護
・
バ
ザ
ー
な
ど
申
込
―
竃
話
期

限
u
1
0
月
1
6
日
場
・
申
・
問
先
n
西

部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

在宅介護支援センター
10 月の家族 介護者教 室

ま
ち
の
歴
史
ミ
ニ
事
典

第17回

千

住

～
「最
古
」の
橋
・
千
住
大
橋
～

千
住
大
橋
が
初
め
て
架
け
ら
れ
た
の

は
、
徳
川
家
康
が
江
戸
に
入
っ
て
4
年

目
の
1
5
9
4
(

文
禄
3
)
年
9
月
で

す
。
関
ヶ
原
の
戦
い
の
6
年
も
前
の
こ

と
で
す
。当
初
は
隅
田
川
唯
一
の
橋
で
、

地
名
を
は
ぶ
い
て
「
大
橋
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
年
か
ら
大
橋
の
上

で
綱
引
き
が
「
神
事
」
と
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。大
橋
は
江
戸
の
名
所
と
な
り
、

浮
世
絵
や
地
誌
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と

は
有
名
で
す
。

し
か
し
大
橋
を
洪
水
の
た
び
に
何
度

か
流
失
に
あ
い
、「
鉄
橋
」
が
よ
う
や

く
完
成
し
た
の
は
1
9
2
7
(
昭
和
2
)

年
で
し
た
。
橋
は
帝
都
東
京
の
入
口
と

し
て
意
匠
が
凝
ら
さ
れ
、
川
か
ら
見
て

も
「
門
」
と
見
え
る
よ
う
に
設
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
翌
年
に
は
、
こ
の
僑

を
通
っ
て
市
電
(
の
ち
の
都
電
)
が
千

住
四
T
目
ま
で
開一通
し
ま
し
た
。
そ
の

後
1
9
7
3
(

昭
和
4
8
)年
、
交
通
量

の
増
大
で
下
流
側
に
新
橋
が
増
設
さ

れ
、
現
在
の
姿
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
皆
さ
ん
お
気
付
き
で
し
ょ
う
か
。

1
9
2
7
年
建
築
の
千
住
大
橋
の
ネ
ー

ム
プ
レ
1
卜
に
は
、
千
住
大
橋
と
は
書

か
ず
に
、
単
に
「
大
橋
」
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
隅
田
川
最
初
の

橋
梁
と
し
て
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。
　
《
郷
土
博
物
館
》

▲ 昭和40年の千佳大橋

健
康
カ
レ

ン
ダ
ー
　

1
0
月

の
予
定
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障
害
別
福
祉
相
談

日
時
等
u
マ
肢
体
不
自
曲
者
関
係
・
:
1
0

月
2
5
-
日
團
、
T
後
1
時～
3
時
マ
聴

覚
障
害
者
閃
係
・
:
毎
週
水
曜
日
、
午
後

1
時～
4
時
▽
聴
覚
障
害
軒
関
係
…

1
0
汢
…
一
日
㈲
、
午
後
7
時
I
9
時
場

所
―
竹
の
塚
障
t
‥
福
祉
館
問
先
u

東
部
陪
碵
杣
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
輿
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

大
人
心
呼
吸
器
病
(
ぜ
ん
息
)
相
談

日
時
-
1
0
月
3
0
日
鼎
、午
後
2
時
～
4

時

場
所
u
K
役
所

対
象
H
1
5歳
以

上
の
K
民
で
、
ぜ
ん
息
忠
者
お
よ
び
家

族

内
容
n
庫
門
医
に
よ
る
講
義
と
相

談

講
師
―
灰
田
笑
知
子
氏
(
半
蔵
門

病
院
医
師
)

定
員
n
2
0入
(
先
着

順
)

費
用
l
無
料

申
込
n
電
話

申
・
問
先
u
公
害
保
健
係

神
経
難
病
の
検
診
と
相
談

日
時
U
1
0月
2
2日
叫

午
前
9
時
～
午

後
1
時

場
所
U
竹
の
塚
保
健
総
今
セ

ン
々
こい

対゙
象
U
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
氏

病
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
多
発
性
脊
髄

硬
化
症
、
進
行
性
筋
萎
縮
症
、
筋
無
力

症
な
ど
神
経
雛
病
の
方
、
ま
た
は
こ
れ

ら
の
疾
病
の
疑
い
の
あ
る
方

※
た
だ

し
脳
卒
中
後
遣
症
の
方
は
除
く

定
員

ふ
一入
(
抽
選
)

費
用
―
無
料

申

込
u
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
症
状
、「
難
病

検
診
希
望
」
を
明
記

期
限
n
1
0月
1
3

日
必
着

申
先
―
足
立
K
医
師
会

〒
a

・
0
0
3
6
1

住
仲
町
1
4
1
4

問

先
n
足
齔
区
医
師
会

(
3
8
8
1
)
9
8
6
1

ま
た
は
足
を
保
健
所
保
健
計
画
推
進
係

歯
周
病
健
診
(
無
料
)

節
日
健
診
に
お
け
る
歯
周
病
予
防
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
た
方
、
現
在
歯
ぐ
き

が
は
れ
て
い
る
な
ど
の
急
性
症
状
が
あ

る
方
は
除
き
ま
す
。

□
2
0
歳
～
3
9
歳
ま
で
の
区
民

日
時
u
1
0
月
4
口
Ⅲ
、午
後
1
時
～
2

時
3
0
分
受
付
内
容
n
歯
周
病
な
ど
の

歯
科
健
診
相
談
等
、歯
み
が
き
な
ど
の

予
防
法
実
習
定
負
乱
一
入
(
先
着
順
)

費
用
u
無
料
申
込
ふ
`
話
ま
た
は
窓

凵

場
・
申
・
問
先
n
竹
の
塚
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

□
4
0
歳
～
6
0
歳
ま
で
の
区
民

期
間
n
通
年

場
所
u
区
内
の
指
定
医

療
機
関

内
容
u
歯
周
病
な
ど
の
歯
科

健
診

定
員
l
r
翻
入
(
先
着
順
)

費
用
u
無
料

申
込
I
(
ガ
キ
に
郵
便

番
―
、
住
所
、
氏
名
<
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、年
齢
、性
別
、
電
話
番
号
、

「
歯
周
病
健
診
希
望
」
を
明
記
。
後
H
、

受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
―

足
立
保
健
所
成
入
保
健
係

〒
S
・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

「
調
理
師
試
験
」

願
書
配
布
中

配
布
場
所
―
足
立
保
健
所
、各
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
(
表
4
)
受
付
期
間
I

マ
郵
送
…
1
0
月
2
日
～
1
2
日
(
都
庁
)

▽
団
体
・
:
1
0
月
2
日
～
5
日
(
都
庁
)

試
験
U
1
1月
2
6口
㈲

問
先
―
足
立
保

健
所
食
品
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
3
(

直
通
)

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
(
都
庁
)

(
3
3
4
0
)
4
1
8
4

表4　保健総合センター一覧
消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
無
料
で
行

っ
て
い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、
血
液

に
よ
る
検
査
(
血
清
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
)

と
従
来
の
X
線
撮
影
の
い
ず
れ
か
を
選

べ
ま
す
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
は
採
血
量

が
少
阯
で
す
み
、
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠

の
可
能
性
が
あ
る
方
:
バ
リ
ウ
ム
の
服

用
が
苦
手
な
方
で
も
気
軽
に
受
診
で
き

ま
す
。日
程
H
表
5
対
象
n
3
5
歳

以
上
の
区
民
※
胃
を
切
除
し
た
方
、

胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方
は
除
ぐ
。妊

娠
中
の
方
は
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
の
み
可

内
容
u
①
血
液
検
査
に
よ
る
胃
が
ん
検

診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
②

X
線
搬
影
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
と
検
便

に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
定
員
ふ
I
～

6
0
入
申
込
u
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、生
年
月

日
、年
齢
、性
別
。電
話
番
号
、表
5

よ
り
胃
が
ん
検
診
名
(
①
血
液
検
査
②

X
線
撮
影
の
い
ず
れ
か
一
方
を
選
択
)
、

検
診
日
、受
診
場
所
を
第
3
希
望
ま
で

明
記
。後
日
、受
診
票
と
案
内
を
送
付

期
限
H
受
診
希
望
月
の
前
月
1
5
日
必

着
。受
診
票
の
送
付
は
前
月
末
日
(
1
1

月
を
希
望
す
る
場
合
、1
0
月
1
5
日
必
着
、

受
診
票
の
送
付
は
1
0
月
末
日
)
※
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、受
診
日
が

翌
々
月
に
な
っ
た
り
、受
診
場
所
が
ほ

か
の
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
申
・
問
先―
中
央
本
町

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
診
療
放
射
線
〒

S
・
0
0
1
1
中
央
本
町
1
-
5
-
3
　
(

3
8
8
0
)
5
3
5
7
(

直
通
)

表5　消化器がん検診日程
①血液検査+検便

②X線撮影+検便

難
病
講
演
会

「
腎
炎
・
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
児
の

よ
り
よ
い
生
活
を
願
う
」

旦
7
1
0
月
1
8
H
Ⅲ
、
午
後
2
時
～
4

時

対
象
―
腎
炎
・
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
を
持

つ
小
学
生
お
よ
び
就
学
前
児
の
親

講

師
―
武
山
ゆ
か
り
氏
(
東
一班
都
医
療
社

会
事
楽
協
会
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
)

定
員
U
5
0入
(
先
着
順
)

費

用
―
無
料

申
込
―
電
話

場
・
申
・

問
先
U
中
央
本
町
保
健
縁
合
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2
(

直
通
)

食
と
健
康
教
室

「
鉄
分
た
っ
ぷ
り
・

目
覚
め
す
っ
き
り
の
生
活
で

リ
フ
レ
ツ
シ
ュ
ー
」(
2日
制
)

貧
血
は
バ
テ
や
目
ま
い
を
引
き
お
こ

し
ま
す
。上
手
な
貧
血
予
防
を
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
。日
時
-
1
0
月
1
3
日
t

・
2
0日
吻
、
午
後
1
時
3
0分
I
3
時
3
0

分

対
象
l
貧
血
ぎ
み
の
方

内

容
―
貧
血
つ
て
何
/
ど
こ
が
悪
い
の
食

生
活
/
鉄
分
の
上
手
な
と
り
方
/
気
軽

に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
　

定

員
U
3
0入
(
先
着
順
)
　
費
用
―
無
料

申
込
U
電
話

場
・
申
・
問
先
U
中
央

本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
5
(

直
通
)

網
膜
色
素
変
性
症
の
患
者
会

(
虹
の
会
)
が
で
き
ま
し
た

「同
じ
病
気
で
悩
ん
で
い
る
も
の
同

士
で
、励
ま
す
会
を
作
り
た
い
」と
い

ラ
患
者
さ
ん
が
集
ま
り
、発
足
し
ま
し

た
。日
時
u
1
1
月
2
2
日
Ⅲ
、午
後
1

時
～
4
時
場
所
u
竹
の
塚
障
害
福
祉

館
費
用
u
無
料
申
込
u
電
話
申

・
問
先
u
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

胃
交
会
(
胃
の
手
術
を
し

た
人
の
交
流
会
)講
演
会

「
ガ
ン
の
手
術
後
の

精
神
的
ケ
ア
」

日
時
-
1
0
月
2
5
日
床
、午
後
2
時
～
4

時

場
所
u
教
育
研
究
所

講
師
1
日

向
野
春
総
氏
(
常
楽
診
療
所
長
)

費

用
―
無
料

申
込
n
電
話

申
・
問
先
u

竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
係
　
　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

ア
ル
コ
ー
ル
学
習
会

「
お
酒
が
脳
に
あ
た
え
る
影
響
」

日
時
n
1
0
月
1
2
日
Ⅲ
、
午
後
2
時～
4

時
講
師―
北
島
潤
一
郎
氏
(
東
京
足

立
病
院
医
師
)
定
員
-
3
0
入
(
先
着

順
)
S
用
u
無
料
申
込―
電
話

場
・
申
・
問
先
n
千
住
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
　
　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

高
脂
血
症
教
室

日
時
H
1
0
月
1
6
日
(
土
)
・
2
6
日
團
、午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
※
1
月
に
フ

ォ
ロ
ー
教
室
を
予
定

対
象
U
健
診
等

で
高
脂
血
症
と
い
わ
れ
、
改
善
し
た
い

方

内
容
―
高
脂
血
症
っ
て
な
あ
に
/

高
脂
血
症
を
改
善
す
る
た
め
の
食
事
・

運
助

定
員
-
4
0入
(
先
着
順
)

麦

用
―
無
料

申
込
―
電
話

場
・
申
・

問
先
U
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

講
演
会

「
パ
パ
・
マ
マ
に
な
る
あ
な
た
へ
」

日
時
n
1
0
月
2
1
日
出
、午
前
1
0
時
～
1
1

時
3
0
分
場
所
s
佐
野
セ
ン
タ
ー
対

象
―
現
在
妊
娠
中
の
夫
婦
お
よ
び
そ
の

家
族
内
容
―
家
族
で
子
育
て
を
す
る

と
い
う
こ
と
講
師
―
橋
場
隆
氏
(
公

立
通
所
施
設
心
理
)
定
員
-
3
0
組

(
先
着
順
)
費
用
―
無
料
申
込
―

電
話
申
・
問
先
u
東
和
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
　
　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

家
族
の
た
め
の
痴

ほ
う
講
演
会

日
時
-
1
0
月
2
日
ぼ
、午
後
2
時
～
3

時
3
0分

内
容
n
訪
問
診
療
か
ら
見
た

痴
ほ
う
の
現
状
と
そ
の
対
応

講
師
―

大
島
健
一
氏
(
都
立
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
老
入
訪
問
診
療
班
医
師
)

定

員
n
3
0入
(
先
着
順
)

費
用
n
無
料

申
込
―
電
話

場
・
申
・
問
先
―
東
和

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

今
が
チ
ャ
ン
ス
!

糖
尿
病
予
防
(
3
日
制
)

日
時
a
1
0
月
1
7
日
次
・
2
3
日
圓
、
u
月

7
日
倒
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時
3
0
分
～

H
時
3
0
分
内
容
u
糖
尿
病
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
/
糖
尿
病
と
食
事
/
歯
周
病
ど
の

関
係
定
員
-
3
0
入
(
先
着
順
)
費

用
―
無
料
申
込
―
電
話
場
・
申
・

問
先
u
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
座

「
考
え
て
見
ま
せ
ん
か
?
こ
こ

ろ
の
病
い
」

日
程
等
n
表
6
対
象
n
区
内
在
住
・

在
勤
の
方
で
講
座
終
了
後
、
実
際
に
活

動
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
定

員
ふ
一
人
(
抽
選
)
費
用
u
無
料

申
込―
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
性
別
、
一
一
'
話
番

号
、
職
業
、
所
属
団
体
、
参
加
動
機
、

「
梢
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

参
加
希
望
」
を
明
記
期
限
u
1
0
月
6

日
消
印
有
効

申
・
問
先
―
足
立
区
地

城
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

〒
甼
0
8
1
3

竹
の
塚
6
-
1
8
-
1
2

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

表6　精神保健福祉ボランティア講座

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
ま
ち
も
元
気
、わ
た
し
も
元
気
～

パ
ネ
ル
展
示
や
体
重
・
身
長
・
血
圧

な
ど
の
計
測
、健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知

り
、
生
活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
程
等
H
表
7

費
用
―
無
料

申
込
―
当
日
直
接
会
場
へ

表7　10月の住区健康フェスティバル日程

10月の献血

健 康 あ・ら・かる と

健康診断を受けて生活習慣をふり返ってみよう

最
近
、
生
活
習

慣
病
と
い
う
言
奮

を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
生
活
習
慣
疝

と
は
そ
の
名
前
の

と
お
り
、
糖
厦

病
・
高
脂
血
症
・

高
血
圧
・
が
ん
な

ど
、
主
に
生
活
習

慣
に
関
連
し
て
発

症
す
る
病
気
全
般

を
い
い
ま
す
。
生

活
習
慣
病
は
初
期

の
段
階
で
は
、
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が

な
く
、病
状
が
あ
ら
わ
れ
た
と
き
に
は
、

か
な
ぴ
病
状
が
進
行
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
年
に
一
度
は

健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

し
か
し

、「
健
康
診
断
を
受
け
た
か

ら
安
心
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
健
康

診
断
を
受
け
て
も
、
受
け
っ
放
し
で
は

あ
ま
墜
意
味
か
な
い
の
で
す
。
自
分
の

食
生
活
を
は
じ
め
と
す
る
、
様
々
な
生

活
習
慣
を
ふ
り
返
り
、
見
直
し
す
る
な

ど
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
こ
そ
意
味

が
あ
る
の
で
す
。
健
康
診
断
の
結
果
に

は
、
こ
れ
か
ら
健
康
に
生
活
し
て
い
く

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。

区
で
は
、
無
料
で
様
々
な
健
康
診
断

や
各
種
が
ん
検
診
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(

表
4
)
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
診
断
を

受
け
て
、
自
分
の
生
活
習
慣
を
ふ
り
返

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

《
保
健
所
・
保
健
婦
》

◎ あだち広報9月10日号2ページ「小児まひ生ワクチン( ポリオ) 予防接種」記事の一部内容について、まひ例は当初ポリオワクチンとの関連が疑われたものの、
その後の調査結果により、関係がないことがわかりました。《健康推進課》
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女
性
と
男
性

イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

自
分
ら
し
さ
を
発
揮
で
き
る
社
会

～
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
～

こ
れ
か
ら
の
2
1
世
紀
は
、
区
民
一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
育
み
、
持
て
る
能
力
を
発
揮
し
、
女
性
に
と
っ
て

も
男
性
に
と
っ
て
も
、
住
み
や
す
い
社
会
を
自
分
た
ち
が
主
体
的
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
「
男
女
共
同
参
画

社
会
」
の
実
現
が
待
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
れ
ま
で
も
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
価
値
の
創
造
に
向
け
て
女
性
行

動
計
画
を
策
定
し
て
、様
々
な
学
習
・
相
談
・
情
報
提
供
活
動
な
ど
女
性
政
策
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
後
は
、
実
質
的
な
男
女
平
等
が
浸
透
し
て
い
く
よ
う
、
多
く
の
人
た
ち
と
手
を
携
え
て
歩
ん
で

い
き
ま
す
。

足
立
区
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議

区
で
は
、
新
た
に
「
男
女
共
同
参
画
計
画
」

を
策
定
す
る
た
め
に
、
「
足
立

区
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
」
を
設
置

し
、
審
議
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

こ
の
会
議
は
、
表
1
の
と
お
り
学
識
経

験
者
・
区
内
各
団
体
か
ら
の
推
薦

者
・
一
般
公
募
に
よ
る
1
5
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
体
会
議
の
ほ
か
、
第
1
部
会
「
男
女

平
等
の
教
育
・
参
画
・
推
進
」
、
第

2
部
会
「
働
く
権
利
と

家
庭
生
活
等
と

の
両
立
支
援
」
、
第
3
部
会
「
女
性
へ

の
暴
力
の
な
い
社
会
へ
」
の
三
つ
の
専

門
部
会
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
各
専
門
部
会
で
は
、
男
女
平
等
の

施
策
や
教
育
を
ど
う
す
れ
ば
推
進
で
き

る
か
、
労
働
・
雇
用
の
場
に
お
け
る
男

女
平
等
を
い
か
に
進
め
る
か
、
女
性
へ

の
暴
力
撤
廃
の
取
り
組
み
課
題
と
は
何

か
な
ど
、
極
々
な
角
度
に
焦
点
を
あ
て
、
議

論
を
深
め
て
い
ま
す
。

▲ 議論を深めている男女共向参画推進会議

表1　男女共同参画推進会議委員名簿

※ 50音順敬称略

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た

鈴
木
裕
さ
ん
(
中
央
本
町
三
丁
目
)

鈴
木
さ
ん
は
、以
加
「男
性
改
造
講

座
」を
受
講
、そ
の
後
「パ
ス
ポ
ー
ト
」

と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、男
女
の

生
き
方
を
問
い
直
す
勉
強
を
重
ね
て
い

ま
す
。現
在
、男
女
共
同
参
画
推
進
会

議
委
員
と
し
て
、主
に
「女
性
へ
の
羅

力
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て
」議
論
し

て
い
る
そ
う
で
す

。

「女
性
へ
の
暴
力
に
は
、殴
る
・
け

る
と
い
う
身
体
的
な
も
の
だ
け
で
な

く
、女
性
に
対
し
て
の
こ
れ
ま
で
の
期

待
や
見
方
も
、と
き
に
は
艇
力
に
な
り

得
る
と
思
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
女
性
に

は
生
き
に
く
い
社
会
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」と
鈴
木
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

「人
の
意
識
は
そ
う
簡
単
に
変
わ
ら

な
い
、で
も
い
ろ
い
ろ
学
ぶ
こ
と
で
行

動
は
変
わ
る
と
思
う
。そ
う
い
う
学
び

の
場
に
杏
加
す
る
こ
と
」を
鈴
木
さ
ん

は
大
切
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

こ
れ
ま
で
推
進
会
議
か
検
討
し
て
き

た
中
間
の
ま
と
め
と
し
て
、今
ま
で
の

論
点
を
整
理
し
て
報
告
す
る
と
と
も

に
、区
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
・
要
望
を

聴
く
「公
聴
会
」を
開
催
す
る
予
疋
で

す

。

こ
れ
ま
で
の
部
会
検
討
経
過

□
第
1
部
会
(
参
画
・
教
育
)

ま
ず
始
め
に
、こ
れ
ま
で
区
か
行
っ

て
き
た
男
女
共
同
参
画
の
収
り
組
み
の

状
況
と
、他
自
治
体
の
男
女
共
川
参
画

の
推
進
体
剛
に
っ
い
て
検
吋
し
ま
し
。

そ
の
後
、1
モ
デ
ル
と
し
て
、中
野
区
男
女

共
川
参
画
基
本
計
画
を
細
か
く

検
吋
し
、推
遡
体
制
の
確
立
の
た
め
庁

内
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
六
の
浸
透
や
、

区
の
基
本
計
画
と
の
整
合
性
、
ま
た
区

民
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
推
進
状
況
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
必
要
性
な
ど
を
話
し

合
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
学
校
で
の
男
女

平
等
教
育
の
視
点
や
研
修
制
度
の
導

人
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を

す
す
め

、
評
価
す
る
俾
能
を
雌
く
こ
と

も
必
要

で
は
な
い
か
な
ど
の
議
論
が
出

ま
し
た
。

※
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、男
ら
し
さ
、女

ら
し
さ
と
い
っ
た
社
会
的
側
山

か
ら
み

た
性
刈
の
こ
と

を
い
い
ま
す

□
第
2
部
会
(
労
働
・
家
庭
・
地
域
)

労
働
は
、一
人
ひ
と
り
が
自
立
し
て

生
き
て
い
く
た
め
に
必
嬰
な
権
利
で

す
。こ
の
権
利
を
、出
産
や
育
児
の
た

め
に
制
限
さ
れ
、女
性
の
朴
会
参
加
か

阻
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
最
大
限

の
配
慮
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん

。そ
れ
に
は
、職
場
や
地
域
、社
会
で

の
男
性
中
心
の
あ
り
方
を
含
め
て
、男

性
た
ち
の
心
き
方
・
働
き
方
を
も
川
い

直
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
で

し

ょ
う

か

。

長
い
不
況
か
秘
き
、厳
し
い
経
済
情

蒡
の
巾
で
、労
働
と
家
庭
生
活
の
両
立

を
可
罷
に
す
る
よ
う
な
条
件
の
整
備
に

は
、様
々
な
壁
が
し
ち
は
だ
か
っ
て
い

ま
す
。そ
う
し
た
川
難
を
克
服
し
な
が

ら
女
性
か
結
婚
し
、子
ど
も
を
産
み
、

育
て
、そ
し
て
鋤
き
続
け
る
こ
と
か
で

き
る
よ
う
に
、私
た
ち
に
は
何
か
で
き

る
の
か
、議
論
し
て
い
ま
す
。

□
第
3
部
会
(
女
性
へ
の
暴
力
)

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

(
D
V
)
は
、人
婦
・
恋
人
な
ど
親
密

な
閥
係
に
あ
る
男
偉
か
ら
、女
性
に
振

る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
で
す
。こ
れ
は

長
い
間
、人
権
侵
害
と
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
し
、犯
罪
と
も
思
わ
れ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
暴
力
と
い
っ

て
も
、単
に
殴
る
、け
る
と
い
っ
た
身

体
へ
の
餌
力
だ
け
で
な
く
、言
菓
の
零

力

、

性

的

暴

力

、

経

済

的

暴

力

な

ど

、

様

々

な
形

が
あ

り

ま

す

。

ま
た
性
犯
卵
、売
買
春
、セ
ク
シ
ユ

ア
ル
・
(
ラ
ス
メ
ン
ト
(
性
的
嫌
か
ら

せ
)
、メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
性
・
暴
力

表
現
な
ど
、日
常
的
に
増
幅
さ
れ
て
い

る
現
状
も
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。女
性
も
男
性
も
、生
涯
を
辿
じ
て

健
康
に
生
き
、女
性
が
暴
力
に
脅
か
さ

れ
ず
、性
を
商
品
化
さ
れ
る
こ
と
か
な

い
よ
う
に
な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
、何
か
重
要
課
題
か
現
在
多
角
的
に

検

討

を
重

ね
て

い
ま

す

。

学
校
教
育
に
お
け
る
男
女
平
等
を
め
ざ
し
て

「男
女
平
等
教
育
推
進
検
討
委
員
会
」

第
二
次
足
立
区
女
性
行
動
計
画
改
訂

版
で
は
、
「生
涯
に
わ
た
っ
て
男
女
平

番
覿
に
た
っ
た
人
閥
形
成
を
め
ざ
す
」

こ
と
を
目
標
の
一
つ
に
揚
げ
て
い
ま

す

。こ
れ
を
受
け
て
、1
0
年
6
月
に
「足
立

区
男
女
平
等
教
育
推
進
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
で
は
、幼
椎
園
・
小
学
枚
・
中
学
校

の
教
諭
か
、男
女
平
等
教
育
に
っ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
火
践
し
て
い
る
か
、現

状
把
握
の
た
め
に
意
識
調
査
を
行
い
ま

し
た
。そ
の
中
で
、
「男
女
平
等
教
育

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
収
り
組
み
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
か
」と
質
問
し
ま
し

た
。そ
の
結
果
は
、現
在
報
告
書
を
作

成
中
で
す
。先
生
た
ち
の
男
性
・
女
性

を
愈
識
し
な
い
教
育
火
習
の
火
践
に
役
立

つ
よ
う
、1
2
年
度
末
ま
で
に
「男
女
平

等
教
育
指
導
火
例
集
」の
作
成
を
予

定
し
て
い
ま
す

。

区
民
参
画
事
業
「
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

1
1
月
1
1
日
(
土
)
・
1
2
日
剛
、女
性
総
合

セ
ン
タ
ー
で
は
、
足
立
区
女
性
団
体
連

合
会
と
区
の
共
催
で
、
「
女
性
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
行
い
ま
す
。

1
1
日
に
、
体
育
館
で
ち
び
っ
こ
広
場

を
つ
く
り
、
お
子
さ
ん
向
け
の
ア
ニ
メ

「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
秋
・
冬
シ
リ
ー
ズ
」

の
映
画
会
や
ゲー
ム
・
み
ん
な
で
お
ど

ろ
う
な
ど
の
楽
し

い
コ
ー
ナ
ー
か
た
く

さ
ん
あ
り
ま

す
。

1
2
日
は
、
「
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う
」

や
「
ゆ
れ
る
1
7
歳
」
と
題
し
て
、
成
増

厚
生
病
陀
の
医
師
・
後
藤
恵
氏
を
講
師

に
む
か
え
て
、
講
演
会
な
ど
を
祐
い
ま

す
。
多
く
の
方
の
参
川
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

女
性
セ
ミ
ナ
ー

元
気
を
だ
し
て
!
お
か
あ
さ
ん

今
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
か
イ
ラ
イ

ラ
や
ム
カ
ツ
キ
、
不
女
や
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
こ
ん
で
い
ま
す
。
登
校
拒
否
や
不
登

校
、
い
じ
め
の
川
題
な
ど
が
社
会
問
題

に
な
り
、
1
0代

の
子
ど
も
た
ち

の
犯

罪
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
に
出
て
い
ま

す
。

そ
の
一
方
で
、
一
人
ぼ
っ
ち
の
お
母

さ
ん
が
増
え
、
育
児
や
し
つ
け
、
教
育

な
ど
、
子
ど
も
の
榊
談
を
だ
れ
に
も
う

ち
あ
け
ら
れ
ず
に
い
る
状
況
も
あ
り
ま

す
。
自
分
の
こ
と
や
夫
の
こ
と
、
子
育

て
・
教
育
に
つ
い
て
活
し
合
い
、
今
、

親
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
一
緒

に
考
え
ま
せ
ん
か
。
　
日
程
=
表
2
　

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女

性
　
定
員
=
4
0
人
　
費
用
=
無
科
　
申

込
=
仕
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
応
募
動
槻
を
明
記

※
保
育
(
2
歳
～
学
齢
前
ま
で
の
お
子

さ
ん
)
を
希
望
す
る
方
は
、
子
ど
も
の

氏
名
・
生
年
月
日
を
明
記
(
抽
選
)

期
限
=
1
0
月
5
日
必
着
　
場
・
申
・
問

先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー(

3
8
8
0
)
5
2
2
2

表2　女性セミナー日程

※ いずれも時間は午前10時～正午

公
開
講
座
「
実
践
カ
ア
ッ
プ
講
座
」

女
性
の
労
働
事
情
と
こ
れ
か
ら
の
展
望

「子
育
て
の
両
立
の
た
め
に
に
は
パ
ー

ト
が
い
い
の
よ
」
「派
遣
社
員
で
こ
の

先
不
安
だ
わ
」な
ど
、女
性
の
労
働
を

め
ぐ
る
様
々
な
想
い
を
社
会
の
問
題
と

つ
な
げ
て
考
え
ま
し
ょ
う
。　
日
時
=
1
0
月

1
1
日
(
水
)
、午
後
6
時
4
5
分
～
8
時

4
5
分
　
対
象
=
区
内
衣
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
　
講
師
=
酒
井
和
子
氏
(
女
性

の
ワ
ー
キ
ン

グ
ラ
イ
フ
を
考
え
る

パ
ー

卜
研
究
会
首
都
圈
代
表
)
　
内
容
=
女

性
の
必
働
事
情
と
こ
れ
か
ら
の
展
望

定
員
=
3
0
人
(
先
着
順
)
　
費
用
=
無

料
　
申
込
=
9
月
2
6
日
か
ら
電
話
　
※

保
育
(
2
歳
～
学
齢
加
の
お
子
さ
ん
)

あ
り
。要
申
込
　
場
・
申
・
問
先
=
女

性
総
合
セ
ン
タ
ー(

3
8
8
0
)
5
2
2
2

パ
ー
ト
労
働
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

王
子
労
政
事
務
所
と
共
催
で
、
パ
ー

ト
労
働
に
関
す
る
法
卵
、税
金
、社
会

保
険
の
ポ
イ
ン
ト
を
や
さ
し
く
解
説
す

る
講
座
を
行

い
ま
す
。
ま
た
パ
ー
ト
労

旬
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

□
パ
ー
ト
労
働
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
1
1
月
7
日
内
、
午
後
2
時
～
4

時
　
テ
ー
マ
=
や
さ
し
い
以
律
・
税

企
・
社
会
保
険～
知
っ
て
お
き
た
い
き

ま
り
あ
れ
こ
れ
　
対
象
=
ど
な
た
で
も

可
　
※
現
在
パ
ー
ト
で
鋤
い
て
い
る
方

ま
た
は
こ
れ
か
ら
喝
こ
う
と
す
る
方

は
、ぜ
ひ
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
　
講
師
=
田
島

ひ
と
み
氏
(
社
会
保
険
労
務
士
)
　

定
員
=
5
0
人
　
費
用
=
無
料
　
申

込
=
電
話
　
※
保
育
(
2
歳
以
匕
学
齢

前
ま
で
の
お
子
さ
ん
)
あ
り
。要
申
込

(
1
0人
ま

で
)
。
く
わ
し
く
は
お
川

い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
　
申
先
=
王
子
労
政
事
務

所

(
3
9
0
0
)
0
1
1
7

□
パ
ー
ト
労
働
相
談
会

日
時
=
1
1
月
7
日
叩
、
午
後
3
時
～
5

時
　
相
談
内
容
=
解
雇
・
賃
金
不
払
い

な
ど
パ
ー
ト
労
働
閥
係
の
相
談
　
申

込
=
当
日
直
接
会
場
ヘ

―
―
い
ず
れ
も―
―

場
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

特
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
へ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

こ
の
秋
、何
か
を
始
め
た
い
あ
な
た
へ
　
1
0
月
・
1
1
月
・
1
2
月
は
生
涯
学
習
推
進
期
間
で
す

今
年
も
「生
涯
学
習
推
進
期
間
」が

ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
楽
し
く
て

た
め
に

な
る
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で

す
。こ

れ
を
機
会
に
あ
な
た
も
い
ろ
い
ろ

な
も
の
に
参
加
し
て
、
生
涯
学
習
を
始

め
る
き
っ
か
け
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
何
か
し
た
い
!
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず

は
お
近
く
の
施
設
へ

住
区
セ
ン
ター
・
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
は
、
様
々
な
講
座
・
教
室
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
区
内
の
小
・
中
学
校
で

は
地
域
学
習
推
進
ス
ク
ー
ル
、
都
立
高

校
で
は
公
闘
講
鹿
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す

方
に
は
、
放
送
人
学
や
都
民
カ
レ
ッ
ジ

の
受
講
が
お
薦
め
で
す
。

□
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

方
、
相
談
に
応
じ
ま
す

7
月
に
オ
ー
ブ
ン
し
た
学
び
ピ
ア
2
1

で
は
、
学
習
に
関
す
る
情
報
が
そ
ろ
っ

て

い
ま
す
。

「
何
か
を
始
め
た

い
。
で
も
ど
う
し

た

ら
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
」
。
そ

ん

な
あ
な
た
の
蝕
い
味
方
で
す
。

ま
た
「
あ
だ
ち
広
報
」
や
公
社
ニ
ュ
ー

ス
「と
き
め
き
」に
は
、様
々
な
学
習

情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
お
問

い
合
わ
せ
も
で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
今
号

の
8
ペ
ー
ジ
「あ
だ
ち
カ
レ
ン
ダ
ー

」右
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
先
=
生
涯
学
習
課
学
習
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

1
0
月
1
日
「区
民
の
日
」は
、

無
料
に
な
る
区
の
施
設
が
あ
り
ま
す

□
入
園
料
が
無
料
に
な
り
ま
す

▽
郷
土
博
物
館
…
人
谷
田
5
-
2
0
-
1

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

▽
生
物
園
・
:
保
木
川
2
-
1
7
-
1

(
7
8
8
4
)
5
5
7
7

▽
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
(
こ
ど
も
科
学
館
)

・
:
以
原
1
-
3
-
1
　
※
区
内
小
・
中

学
生
の
み
無
粁

(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

□
施
設
使
用
料
が
無
料
に
な
り
ま
す

▽
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
人
・
小

体
育
室
、柔
道
場
、剣
道
場
、弓
道
場
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ル
ー
ム
)
…
東
保
水
川

2
-
2
7
-
1

(
3
8
5
9
)
8
2
1
1

▽
地
域
体
育
館
・
:
わ
た
し
の
便
利
帳
6
4

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▽
ス
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
う
き
う

き
館
・・
・
内
保
本
川
1
-
1
0
-
1

(
3
8
5
0
)
1
1
3
3

▽
す
い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬
…
東
綾
瀬
3

(
5
6
1
6
)
2
5
0
0

▽
千
住
温
水
プー
ル
・
ス
イ
ミ
ー
…
千
住

3
-
3
0

(
3
8
8
2
)
2
6
0
1

※
く
わ
し
く
は
各
施
設
へ
お
川
い
合
わ

せ
く

だ
さ
い

放
送
大
学
東
京
第
三

学
習
セ
ン
タ
ー
が

移
転
し
ま
す

1
0
月
1
日
(
1
2
年
度
第
2
学
川
)
よ

り
、放
送
人
学
東
京
第
三
学
習
セ
ン
タ
ー

は
、現
在
の
生
汎
学
資
館
(
東
綾
瀬
一
丁

目
)
か
ら
学
び
ビ
ア
2
1
(
千
住
五
丁
目

)
に
移
転
し
ま
す
。　
※
生
涯
学

習
餉
内
の
図
書
室
・
視
聴
学
習
室
も
学

び
ビ
ア
2
1
に
移
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
　
問
先
=
放
送
人
学
東
京
第
三

学
習
セ
ン
タ
ー(

3
6
0
5
)
2
6
6
1

移
転
後
　
(
5
2
4
4
)
2
7
6
0

ま
た
は
学
び
ピ
ア
2
1

(
5
8
1
)
3
7
3
0

▽ 移転先所在地=〒120- 0034
千佳5―13 ―5　学びピア21
▽ 交通手段=▽ 電車…北千住駅
西口から徒歩15分　▽ バス…
北千住駅から都営バス「足立清
掃工場」・「竹ノ塚駅」行きまた
は東武バス「花畑桑袋団地」・
「花畑車庫」行きで「千住四丁目」
下車徒歩3分

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
施
行

1
2
年
6
月
1
日
、人
規
模
小
売
心

舗
立
地
法
が
施
行
に
な
り
ま
し
た
。こ

の
法
律
は
、従
米
の
商
業
調
整
の
た
め

の
糾
済
的
規
制
か
ら
、川
辺
住
民
の
生

活
環
境
保
全
と
い
う
社
会
的
規
制
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。対
象
ど
な
る
店
舗
面
積

は
5
0
0
㎡
超
か
ら
1
千
㎡
超
に
引
き
上

げ
ら
れ
、設
置
に
は
駐
中
場
・
駐
輪

場
の
設
置
、川
辺
の
交
通
渋
滞
、騒
片
、

廃
棄
物
・
ま
ち
な
み
づ
く
り
な
ど
の
配

慮
を
求
め
ら
れ
、か
つ
説
叫
会
を
行
う

義
務
も
課
さ
れ
ま
し
た
。法
の
施
行
に

と
も
な
い
、1
0
月
1
日
、
「足
立
区
環

境
整
術
指
導
要
綱
」
「足
立
区
中
高
層

建
築
物
冷
の
建
築
物
に
係
る
紛
争
の
予

防
及
び
調
権
条
例
規
則
」を
一
部
改
正

し
ま
す
。対
象
ど
な
る
店
舗
面
積
は
征

求
ど
お
り
5
0
0
㎡
超
で
す
が
、川
辺
地
域

と
の
調
和
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
「足
立

区
人
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
運
川
要

綱
」を
制
定
し
ま
し
た
。人
規
模
小
売

店
舗
の
設
置
者
は
、地
域
住
民
団
体
に

対
す
る
意
見
交
換
会
の
闘
似
も
お
願
い

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。　
問
先
=
産

業
振
興
課
商
豪
振
興
係
、住
七
課
開
発

指
峠
係
、桁
導
課
紛
争
閥
整
係

(
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

放
置
自
転
車
禁
止
区
域
　
五
反
野
駅

歩
道
い
っ
ぱ
い
に
置
か
れ
た
放
置
自

転
小
を
よ
け
て
、巾
道
を
歩
く
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。自
転
車

は
使
利
な
乗
り
物
で
す
が
、放
置
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、ま
ち
の
美
観
を
損

ね

、
緊
忽
時
の
障
害
物
と
な
り
ま
す

。

区
で
は
、駅
円
辺
心
お
お
む
ね
3
0
0
m

以
内
を
放
置
自
転
亟
禁
止
区
域
に
指
定

し
、禁
止
区
域
内
の
放
雌
自
転
駆
を
撤

去
し
て
い
ま
す
。撤
去
し
た
自
転
亟
は

自
転
嘔
移
送
所
に
保
竹
し
、引
き
と
る

際
に
撤
去
費
用
と
し
て
2
千
円
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
撤
去
後
2
ヵ

月
を
過
ぎ
る
と
、処
分
し
ま
す
の
で
ご
注

意
く

だ
さ
い

。

五
反
野
駅
川
辺
は
、

金
融
機
閥
や
ス
ー
パ

ー
な
ど
の
前
の
述
路

に
放
置
自
転
小
が
多

く
、
歩
行
丹
が
迷
惑

し
て
い
ま
す
。
通

勤
・
通
学
・
買
い
物

な
ど
で
駅
川
辺
を
利

用
す
る
方
は
、
で
き

る
だ
け
歩
く
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
自
転
巾
の
場
合
は
、

必
ず
自
転
車
駐
車
場

を
利

用
し

て
く
だ

さ

い
。

□
区
営
自
転
車
駐
車
場

五
反
野
北
自
転
車
駐
車
場…
足
立
4
-
1
4
1

(
3
8
8
7
)
3

今
み
み
富
自
転
車
駐
車

五
反
野
第
一
自
転
車
駐
車
場
…
足
立
3
-
2
9
　
　
(
3

8
8
0
)
7
4
5
5

五
反
野
第
二
自
転
車
駐
車
場
…
足
立
4

-
4
0
　
　
(
3
8
8
0
)
7
4
5
5

□
自
転
車
移
送
所

加
平
移
送
所
…
加
平
2
-
1
7
-
6
先

問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

■ 自転車放置禁止区域

鮮
明
な
テ
レ
ビ
画
像
を
提
供

受
信
障
害
対
策
(
原
因
者
負
担
制
度
)

区
内
で
は
、中
高
層
建
築
物
な
ど
の

彫
響
に
よ
る
テ
レ
ビ
放
送
の
受
似
障
害

が
、広
範
叫
に
わ
た
り
発
生
し
て
い
ま

す
。こ
れ
を
根
本
的
に
解
消
す
る
た
め

に
、都
市
型
C
A
T
V
(
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
)
を
利
用
し
て
各
家
庭
に
鮮
明
な

テ
レ
ビ
画
像
を
提
供
す
る
受
信
障
害
対

策
(
原
因
者
負
担
)
制
度
が
あ
り
ま
す
。

□
受
信
障
害
対
策
制
度
と
は

テ
レ
ビ
、電
波
に
彫
響
を
及
ぼ
す
一
定

規
棍
以
上
の
建
物
な
ど
の
建
築
主
の
協

力
を
得
て
、都
市
型
C
A
T
V
を
活
用

し

、
発
生
す
る
受
信
障
害
を
觧
消
し
よ

う
と
す
る
制
瞳
で
す

。

□
中
高
層
建
築
物
な
ど
の
建
築
主
の
負

担

「足
立
区
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
受
信

障
害
の
解
消
に
関
す
る
条
例
」に
基

づ
き
、受
信
障
占
の
原
閥
と
な
る
巾
高

朋
建
築
物
な
ど
の
建
築
主
は
、建
築
確

認
巾
訥
の
と
き
に
、区
と
事
前
協
議
の

う
え
建
築
物
の
麗
模
に
心
じ
て
、必
喫

な
経
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。火
際
の
対
策
は
、(
財
)
足
立
区
ま
ち

づ
く
り
公
社
が
、受
信
障
占
対
策
を
講

じ
る
建
築
主
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、

負
担
金
の
算
出
・
施
行
な
ど
を
行
い
ま

す
。C
A
T
V
施
設
の
整
備
や
放
送
サ

ー
ビ
ス
は
、
区
の
第
3
セ
ク
タ
ー
の
(
株
)
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
足
立
が
行
い
ま
す
。両

方
と
も
、区
が
指
定
し
た
機
関
で
す
。

な
お
、
新
た
に
建
設
さ
れ
る
も
の
だ

け
で
は
な
く
、雌
存
の
建
築
物
な
ど
に

お
い
て
も
、ケ
ー
ブ
ル
の
張
り
替
え
お

よ
び
共
同
受
信
施
設
の
更
新
時
に
こ
の

制
度
は
活
用
で
き
ま
す

。

□
今
回
整
備
さ
れ
る
地
域

受
信
障
害
対
策
制
度
は
、活
川
す
る

都
心
型
c
A
T
v
の
整
備
に
あ
わ
せ
、

順
次
地
域
を
以
げ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
釧
度
で
現
在
整
備
さ
れ
て
い
る

地
域
は
第
一
期
か
ら
第
四
期
地
区
で
す

が
、1
2
月
ま
で
に
第
五
川
地
区
を
整
備

し
ま
す
(
表
3
)
。

□
区
の
制
度
を
利
用
し
て
更
新
す
る
建

築
主
な
ど
へ
の
助
成

テ
レ
ビ
電
波
共
同
受
似
施
設
の
、更

新
・
維
持
管
理
な
ど
を
、区
の
受
信
障

占
対
策
制
度
を
利
用
し
て
実
施
す
る
建

築
主
に
対
し
、次
の
粂
件
を
満
た
す
も

の
へ
、次
の
よ
う
な
助
成
制
吹
か
あ
り

ま
す
。　
対
象
=
都
巾
計
画
事
業
に
協

力
し
た
方
/
区
の
嘔
業
に
協
力
し
た

方
/
そ
の
ほ
か
の
公
共
事
業
に
協
力
し

た
方
な
ど
　
助
成
金
額
=
区
の
受
信
障

害
対
策
制
皮
の
負
担
金
の
1
6
分
の
1
～

2
分
の
1
(
そ
れ
ぞ
れ
限
度
飢
あ
り
)

※
官
公
庁
な
ど
は
対
象
外
　
申
・
問

先
=
(
財
)
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

(
3
8
8
0
)
5
7
1
0
(
直
通
)

ま
た
は
都
市
計
画
課
電
波
障
害
対
策
担
当
　
　

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

1
2月
か
ら
第
五
期
地
区
も
放
送
開
始

都
市
型
C
A
T
V

受
信
可
能
地
域
区
全
域
へ

第
3
セ
ク
タ
ー
の
(
株
)
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
足
立
で
は
、第
五
川
地
区
(
表
3
)

で
の
放
送
開
始
を
1
2
月
か
ら
予
定
し
て

い
ま
す
。　
※
共
聴
施
設
な
ど
に
よ
り

電
波
障
占
対
策
ず
み
の
地
域
で
は
、一

部
加
人
で
き
な
い
地
域
が
あ
り
ま
す

□
放
送
内
容

▽
再
送
信
サ
ー
ビ
ス
…
都
内
の
各
チ
ャ

ン
ネ
ル
、
放
送
人
学
、
M
X
テ
レ
ビ
、

足
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
な
ど

▽
ベ
ー
シ
ッ
ク
(
基
本
)
サ
ー
ビ
ス
…
再

送
信
の
ほ
か
、B
S
1
、B
S
2
、

映
画
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
専
門
チ
ャ
ン

ネ
ル
4
0
チ
ャ
ン
ネ
ル

▽
有
料
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
・
・
W
O
W
O
W
を

含
む
7

チ
ャ
ン
ネ
ル

□
契
約
の
申
し
込
み

区
内
の
電
気
店
ま
た
は
(
株
)
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
足
立
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
先
=
(
株
)
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
足
立

(
5
6
8
0
)
8
0
8
0

問
先
=
企
画
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

表3　12年度整備計画地域

※ 上記の地区以外は開局ずみ
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催
し
物
ガ
イ
ド

2
0
0
0消
費
生
活
展

日
時
-
1
0月2
7口廓
・
2
8日出
、い
ず

れ
も
午
前
1
0時～
午
後
3時
テ
ー
マ
u

か
し
こ
い
生
活
自
信
と
責
任
内

容
1消
費
者
団
体
Iグ
ル
ー
プ
研
究
発

表
ノ
生
活
関
連
企
業
コ
ーナ
ー匸
(
ザ

ー
ノ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
/即
売
コ
ー

ナ
ーノ
お
も
ち
ゃ
の
病
院
ノ・か
さ
修
理

□
自
家
製
豆
腐
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

日
時
n
1
0
月
2
7
囗
閙
・
2
8
日
出
の
ど
ち

ら
か
希
望
H
、い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
3
0

分
～
乍
後
o
時
3
0
分
対
象
n
区
内
在

住・
在
勤
・
在
学
の
方
定
員
n各
日
3
0

入
(先
着
順
)
費
用
n
無
料
申

込
n電
話

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
所
Iエ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
申・
問
先
n

消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

□
フ
リ
ー
マー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

日
時
-
1
0月2
7
H閇
午
前
1
0時～
午

後
3時
/
2
8日出
、
午
前
1
0時～
午
後
2

時
場
所
Iエ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア
4階

ホ
ール
対
象
n区
内
在
住
・
在
勤
の

方
(
1
8歳未
満
の
方
や
出
店
物
品
の
販

売
を
事
業
お
よ
び
副
業
と
し
て
い
る
方

は
不
可
)
募
集
区
画
n各
日
1
5ほ画
(

抽
選
)
/―
肚
帯
―区
両
(
2
m
x
2
m
)
/
1

日
の
み
の
応
募
に
限
る
/

飲
料
物
、薬
品
、ペ
ッ
ト
、品
質
保
証

の
で
き
な
い
も
の
は
収
売
不
可

費
用

―無
料
申
込
u往
復
(
ガ
キ
に
希
望

口
、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、
E

な
出
品
物
を
明
記
期
限
n
1
0月1
0

凵
稍
印
有
効
※
物
品
搬
入
用
の
亟
心

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

申
・
問
先
―あ
だ
ち
再
生
餡
(月
曜
休

館
)
〒
1
2
0
・
0
0
1
1中
央
本
町
2

(
3
8
8
0
)
9
8
0
2

秋
季
郷
土
芸
能
大
会

日
時
-
1
0月1
4日出
、午
前
1
1時開
演

場
所
nギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
し内
新
井
文

化
ホ
ール
内
容
―し
し
舞・
お
は
や

し
の
演
奏
費
用
l無
料
申
込
U当

凵
直
接
会
場
へ

問
先
―郷
上
唯
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

子
ど
も
映
画
会

日
時
-
1
0月7日
出
、午
後
2時
3
0分

～
4時
内
容
U
が
ん
ば
れ
盲
導
犬
サ

ー
ブ
、注
文
の
多
い
料
理
店
※
幼
児

か
ら
大
入
ま
で
楽
し
め
ま
す
費
用
―

無
料
申
込
n当
日
直
接
会
場
へ

場

・
問
先
u千
住
児
童
館
老
人
館

(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

図

書

館

臨

時

休

館

防
災
点
検
の
た
め
、図
游
館
を
臨
時

休
館
し
ま
す
。

▽
花
畑
図
書
館
…
1
0
月
1
5
日
剛

▽
や
よ
い
図
書
館・
:
1
0
月
2
2日沺

▽
中
央
図
書
館
・
:
1
0
鳳
(
一
日
鼎

問
先
―中
央
図
書
館

(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

第
5
1
回
珠
算
競
技
大
会
参
加
者
募
集

幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、家
族
そ

ろ
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
日
程

・
種
別
1
1
1月1
2日剛
マ
午
前・
=親

子
大
会
/
シ
ニ
ア
大
会
/小
学
2年
生

以
F
(幼
児
可
)
/小
学
3・
4
年
生

マ
午
後
:小
学
5・
6
年
生
/中
学

生
/高
校
生
一
一
般
場
所
U区
役
所

庁
舎
ホ
ー
ル
対
象
n
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
(
親
子
大
会
は
小
・
中

学
生
と
親
ま
た
は
祖
父
母
。シ
ニ
ア
大

会
は
5
0
歳
以
L
の
方
)
費
用
u
無
料

申
込
■
既
接
窓
口
へ
期
限
1
1
0
月
1
3

日
申
・
問
先
u
生
涯
学
習
課
少
年
育

成
係

郷
土
博
物
館
の
映
画
会

第
2土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
博
物

館
で
映
画
を
上
映
し
ま
す
。
日
時
-
1
0

月
1
4日山
、午
前
1
1埒
内
容
器
葛

飾
の
野
菜
づ
く
り
」
(
6
0
分
)・
:東
京

近
郊
の
地
の
利
を
生
か
し
た
伝
統
的
な

野
菜
づ
く
り
の
技
術
を
紹
介
/
「彫
刻

屋
台
と
ほ
っ
り
」
(
3
0
分
)
鹿
沼
の

秋
祭
で
曳
か
れ
る
彫
刻
屋
台
と
祭
礼
の

歴
史
費
用
U
無
料
申
込
―当
日
直

接
会
場
へ
場
・
問
先
U
郷
土
陣
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

ク
リ

ー
ン
あ
ら
川

(
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ト
2
0
0
0
)

荒
川
を
よ
り
深
く
知
り
、水
辺
環
境

を
考
え
る
た
め
、河
川
敷
の
ゴ
ミ
調
査

や
水
質
検
査
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
日
時
n
珀月
2
2日刈
午
前
8

時
3
0
分
～
H
時
場
所
U
荒
川
河
川
敷

左
岸
(西
新
井
橋
～
千
住
新
橋
)
申

込
―電
話
期
限
U
1
0月1
5日
申・

問
先
U公
園
緑
地
課
公
園
事
業
係

みんな 一緒に
生きていく。

赤 い 羽 根

共 同 墓 金

10月1日→12月31日

共
同
募
金
は
、皆
さ
ん
の
善
意
に
よ

る
社
会
福
祉
増
進
運
動
で
す
。昨
年
区

で
は
、
1于
万
円
を
超
え
る
募
金
が
集

ま
り
、保
育・
福
祉
作
業
所
・
高
齢
者

福
祉
施
設
な
ど
の
作
業
備
品
や
機
器
、

利
川
者
送
迎
川
車
両
の
購
入
な
ど
、民

問
福
祉
事
業
の
運
営
費
と
し
て
役
立
て

ら
れ
ま
し
た
。今
年
も
皆
さ
ん
の
温
か

い
お
心
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
問

先
―地
域
振
興
課
振
興
係

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
9
月
2
6
日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

選
挙
豆
知
識

明
る
い
選
挙
推
進
委
員

区
で
は
、
1
2
5
入
の
方
に
明
る
い
選
挙

推
進
委
貝
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。任
期

は
2
年
間
で
、主
な
活
動
は
「話
し
あ

い
活
動
」を
と
お
し
て
、有
権
者
に
政

治
と
選
挙
に
深
い
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。た
と
え
ば
高

齢
者
問
題
や
青
少
年
教
育
の
話
題
な

ど
、身
近
に
あ
る
様
々
な
事
柄
に
っ
い

て
話
し
あ
い
、そ
れ
ら
に
対
す
る
理
解

と
認
識
を
深
め
る
た
め
、地
域
で
話
し

あ
い
活
動
の
助
言
者
の
役
割
や
、グル

ープ
作
り
の
世
話
役
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
選
挙
の
と
き
に
は
、街
頭
啓
発
や

不
在
者
投
票
立
会
人
な
ど
幅
広
く
活
動

し
て
い
ま
す
。
m一月
は
「
話
し
あ
い
強

調
月
問
」で
す
。推
進
委
員
か
ら
呼
び

か
け
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
問
先
u選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局

白
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今
年
度
、区
内
で
は
浸
入
裲
性
6

入
、女
性
2
2人)の
皆
さ
ん
が
、白
寿
(
9
9

歳
)
を
迎
え
ま
し
た
。
9月
5日

か
ら
1
4日ま
で
の
間
、区
長
が
そ
れ
ぞ

れ
の
お
宅
を
訪
問
し
、
「長
寿
証
」
と

記
念
の
品
を
贈
っ
て
長
寿
を
お
祝
い
し

ま
し
た
。　
《
高
齢
調
整
係
》

く
ら
し
の
情
報

区
民
事
務
所
窓
口

サ
ー
ビ
ス
封
筒
の

広
告
募
集

住
民
票
の
写
し
な
ど
を
お
渡
し
す
る

と
き
の
サ
ー
ビ
ス
封
筒
の
広
告
を
募
集

し
ま
す
(
肺
万
枚
作
成
)
。大
き
さ
u

l
枠
・
:
縦
4
㎝
x
横
8
回
程
度
(
表

面
に
4
枠
、裏
面
に
4
伜
)
　
基
準
n

区
内
商
E
梟
の
発
展
に
期
す
る
も
の
/

政
治
・
宗
教
活
動
、意
見
広
告
、個
入

宣
伝
に
か
か
わ
ら
な
い
も
の
/
公
の
秩

序
、善
良
な
風
俗
に
反
し
な
い
も
の

費
用
n
1
枠
に
つ
き
表
面
2
0
万
円
、裏

面
1
0
万
円
申
込
u
直
接
窓
口
へ
期

限
u
1
0月3
1日
申・
問
先
n住
民
記

録
係物

品
買
い
入
れ
等

指
名
競
争
入
札

参
加
の
登
録
受
付

期
間
n
1
0
月
1
6
口
～
2
7
H
、乍
前
9
時

3
0
分
～
午
後
4
時
※
土
・
日
曜
日
お

よ
び
正
午
～
午
後
1時
を
除
く
場
所
n

区
役
所
南
館
1
3階大
会
議
室
B
(車

で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)
対

象
-
1
3・1
4年度
区
の
物
品
買
い
入
れ

な
ど
の
指
名
競
争
入
札
へ
の
参
加
希
望

者

※
申
請
に
必
要
な
都・
財
務
局
指

定
用
紙
は
惠
尽都
弘
済
会
(都
庁
都
民

広
場
地
下
)で
販
売
問
先
n物
品
契

約
係

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広
場

使
用
申
し
込
み
開
始
日
が

変
更
に
な
り
ま
す

北
千
住
の
旧
区
役
所
庁
舎
跡
地
は
、

現
在
「
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広
場
」と
し

て
暫
定
的
に
ご
利
用
い
た
だ
いて
い
ま

す
。し
か
し
1
3年度
中
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
に
よ
る
「旧
庁
舎
跡
地
利
用
計

画
」が動
き
出
す
予
定
の
た
め
、使
用

申
請
の
受
け
付
け
開
始
日
を
、現
行
の

「
6
ヵ
月
前
の
属
す
る
月
の
初
日
」か
ら

「
2
ヵ
月
前
の
属
す
る
月
の
初
日
」に
変

更
し
ま
す
。そ
の
た
め
、
1
3年4月
の

使
用
申
請
は
、
1
3年2月
1日
か
ら
受

け
付
け
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
問
先
U足
立
都
市
活
性

化
セ
ン
タ
ー

(
5
2
4
4
)
7
3
1
2

ま
た
は
産
業
振
興
課
商
業
振
興
係

高
額
療
養
資
金
の

貸
付
制
度

こ
の
制
度
は
、国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
が
、病
気
や
負
傷
に
よ

り一
時
的
に
高
額
の
医
療
費
の
支
払
い

が
あ
り
。そ
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合
、

肚
帯
主
に
対
し
必
要
な
資
金
を
お
貸
し

す
る
も
の
で
す
。

貸
付
額
は
、保
険
診
療
に
該
当
す
る

項
目
の
う
ち
、法
令
で
定
め
る
高
額
療

養
費
に
該
当
す
る
費
用
の
9
割
で
す
(

保
険
診
療
外
の
部
分
は
対
象
外
)。貸

付
は
、受
け
付
け
か
ら
約
3週
間
後
に

な
り
ま
す
。く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
問
先
―国
民
健
康
保

険
課
庶
務
係

イラスト・身近な話題を募集中!
みんなの
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落書きを消して
アートに

青
井
三
丁
目
に
あ
る
、空
き
地
に
沿

っ
た
鉄
板
の
塀
に
、第
十一
中
学
校
と

青
井
中
学
校
の
美
術
部
生
徒
が
絵
を
描

き
ま
し
た
。こ
れ
は
、塀
に
書
か
れ
た

落
書
き
を
消
そ
う
と
発
案
さ
れ
た
も
の

で
。夏
休
み
中
の
3日
間
、ペ
ン
キ
で

イ
ラ
ス
ト
を
描
き
、見
事
な
塀
に
か
わ

り
ま
し
た
。通
り
ゅ
く
人
た
ち
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
す
。　
《
広
報
係
》

▲ 塀いっぱいに描かれた魚の絵

掲
示
板

□
足
立
新
生
苑
バ
ザ
ー
模
擬
店
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
行
い
ま
す
。日

時
u
1
0
月
2
2
日
㈲
、午
前
H
時
～
午
後

3
時

※
品
物
の
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
(
1
0月1
7日ま
で
)
場
・
申
・
問

先
n
足
立
新
生
苑(3

8
8
3
)
7
9
4
6

□
野
菜
天
国
‘
果
物
王
国
ま
つ
り
日

時
u
1
0
月
1
日
㈲
、午
前
1
0
時
～
午
後

1
時
※
雨
天
決
行
場
所
u北
足
立

市
場
内
容
n青
果
物・
花
き
な
ど
の

販
売
/イ
ベ
ン
ト
遊
び
広
場
/
模
擬

店
/福
引
き
ほ
か
問
先
u東
京
都
青

果
物
商
業
協
同
組
合
北
足
立
支
所

(
3
8
5
7
)
7
2
7
1

□
検
診
医
募
集
(
パ
ー
ト
日
勤
)
勤

務
日
6週
1日
以
L
動
務
地
―都
内

対
象
1
6
5歳ま
で
の
方
※
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
内
容
―

問
診
・
血
圧
測
定
な
ど
問
先
u
東
京

都
東
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1 口

区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

日
時
n
1
0

月
1
2日
‐1
9日
・
1
1月
9
日
・
3
0

日
・
1
2月
7
日
友
日
、
い
ず
れ
も
木

曜
日
、
午
後
6
時
3
0分
~
8

時
3
0分

場
所
ｕ
千
寿
第
三
小
学
校

対
象
n
1
6

歳
以
上
の
区
民

費
用
n
勁
円

問
先

ｕ
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟

{`
(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

・
都
内
無
料
法
律
相
談

日
時
a
1
0月
7

日
出
、
午
前
1
0時
～
午
後
1
時

場

所
ｕ
教
育
研
究
所

申
込
n
1
0月
6
日

か
ら
電
話

専
用
電
話

霓
3
5
9
7
)
9
9
3
1

問
先
駲
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
(
惠
皐
弁

護
士
会
内
)酋

(
3
5
8
1
)
2
2
3
4

口
1
0月
1
日
～
7
日
は
公
証
週
間
で
す

公
証
役
場
で
は
い
っ
で
も
無
料
で
公

正
証
書
の
作
成
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
重
要
な
契
約
や
遺
言
は
公

正
証
書
の
作
成
を
。

問
先
0
千
住
公

証
役
場

四
(
3
8
8
2
)
-
1
7
7

ま
た
は
東
京
公
証
人
会

{`
(
3
5
0
2
)
8
0
5
0

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

申
込
方
法
が
「
往
復
ハ
ガ
キ
」の
場

合
は
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を

明
記
し
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
ま
で

プ
ロ
の
出
店
はで
き
ま
せ
ん
。
問

先
n
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

▼
1
0
月
2
2
日
㈲
開
発
公
社
管
理
地

(
佐
野
―
―
・
l
。2
)
　
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時
※
雨
天
時
1
0
月
2
9
日

日
/
3
0
区
画
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(

ガ
キ
(
1
0
月
1
9
日
必
着
)
※
希
望
区

画
数
明
記
/
〒
J
・
0
0
0
1
大
谷
田

団
地
郵
便
局
留
プ
ラ
ザ
ビ
ー
ボ
/
柳

川
　
0
9
0
(
3
5
3
7
)
4
1
3
8
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出
産
育
児
一
時
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

対
象
u
国
民
健
康
保
険
加
入
者
※
妊

娠
4
ヵ
月
(
8
5
H
)
以
L
で
あ
れ
ば
、

流
産
・
死
産
(
λ
エ
中
絶
夂
a
む
)
で

も
支
給
さ
れ
ま
す
。
出
産
者
本
人
が
、

社
会
保
険
な
ど
、
ほ
か
の
医
療
保
険
か

ら
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
(
1

年
以
L
の
加
入
で
退
職
後
6
ヵ
月
以
内

の
出
産
)
は
、
凶
民
健
康
保
険
か
ら
支

給
さ
れ
ま
せ
ん

支
給
額
―
川
生
兜
一

入
に
つ
き
3
5万
円

申
込
n
国
民
健
康

保
険
証
/
母
7
手
帳
/
世
帯
主
の
印
鑑
/

世
帯
主
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局

は
除
く
)
/
流
産
、
死
産
の
と
き
は
、

そ
の
証
明
書
を
持
参

申
・
問
先
ｕ
国

民
随
淑
医
喩
嬋
ほ
喚
哈
け
區

国
民
年
金

後
期
分
の
納
付
書
を

お
送
り
し
ま
す

同
民
年
金
傑
険
料
(
1
2
年
1
0
月
～
1
3

年
3
月
分
)
の
納
付
轡
を
1
0月
初
旬
に

お
送
り
し
ま
す
。
表
紙
の
裏
が
領
収
書

に
な
り
ま
す
の
で

。
切
り
離
さ
ず
に
、

金
融
機
関
や
国
民
年
金
課
、
区
民
事
務

所
の
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
6

ヵ
月
分
前
納
す
る
と
膕
円
(
定
額
保

険
料
の
場
合
)
の
割
り
引
き
が
あ
り
ま

す

期
限
U
▽
6
ヵ
月
前
納
・
:
1
0月
末

日

マ
毎
月
分
…
翌
月
の
末
日

問
先
H

国
民
年
金
課
保
険
料
係

10 月の国民年金の相談
国民年金の手続きや保険料の納付についてご
相談に応じます。

国
民
年
金
の
加
入
期
間
が

終
了
さ
れ
る
方
へ

6
0歳
に
到
達
す
る
前
月
に
、
現
在
加

入
の
方
お
よ
び
以
前
に
加
入
さ
れ
た
方

へ
、
加
入
期
間
終
r
の
通
知
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
な
ど
、
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
H
国
民
年
金
課
適
用
係

国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
(
夜
間
、
通
信
制
、
海
外
留
学

を
除
ぐ
)
の
方
で
、
本
人
所
得
が
基
準

以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
を
後
払
い
で
き
る
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
U
国
民

年
金
課
保
険
料
係

夜
間
納
付
相
談

国
民
健
康
保
険
課
で
は
、
平
日
経
間

に
米
庁
で
き
な
い
方
々
の
た
め
に
、
夜

間
納
付
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
険

料
の
支
払
い
方
法
な
ど
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
日
時
n
1
0
月
1
6
口
叫
午
後

5
時
3
0
分～
8
時
場
所
u
国
民
健
康

保
険
課
(
北
館
2
階
)
　
問
u
ｕ
滞
納

整
理
第
丁

第
二
限

来
年
4
月
入
園

私
立
幼
稚
園
児
募
集

対
u
ｕ
3
・
4
・
5
歳
児
(
7
年
4
月

2
日～
1
0
年
4
月
1
日
生
ま
れ
)
受

付
開
始
n
1
1月
1
日

願
書
配
付
-
1
0

俘
'一
日
か
ら
各
幼
稚
園
で
配
付

申
・

問
先
―
各
私
立
幼
稚
園

違
反
屋
外
広
告
物

法
律
や
都
の
条
例
に
違
反
し
た
立
て

看
板
や
は
り
紙
な
ど
が
、
た
く
さ
ん
は

ら
れ
て
い
ま
す
。
区
で
は
、
こ
れ
ら
の

違
反
広
告
物
に
っ
い
て
、
自
主
撤
去
の

指
導
や
除
却
処
置
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
解
消
す
る
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

違
反
広
告
物
を
な
く
す
た
め
、
な
お
I

層
の
指
導
に
努
め
ま
す
が
、広
告
主
や
、

屋
外
広
告
業
者
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

屋
外
広
告
物
を
掲
出
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
許
可
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

広
告
物
を
道
路
h
(
上
空
を
含
む
)
に

掲
出
す
る
場
合
は
、
道
路
法
に
基
づ
く

道
路
占
用
の
許
可
と
、
適
路
交
通
法
に

基
づ
ぐ
道
路
使
用
の
許
可
(
所
轄
警
察

署
)
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
―
道

路
管
理
課
占
用
係

燃
え
な
い
建
物
を

建
て
る
方
に
助
成
し
ま
す

区
で
は「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

の
一
環
と
し
て
、
大
地
震
時
の
火
災
に

対
し
、
安
全
な
「
避
難
路
」
や
「
延
焼

遮
断
帯
」
を
整
備
す
る
た
め
、
都
市
防

災
不
燃
化
促
進
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ

の
事
業
は
、
不
燃
化
促
進
区
斌
内

で
、
事
業
実
施
期
間
中
、
一
定
の
基
準

に
合
っ
た
不
燃
建
築
物
を
建
て
る
方
に

工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
、
建
物
の
不

燃
化
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
区

域
内
で
建
物
を
建
て
よ
う
と
お
考
え
の

方
は
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お

建
築
工
事
着
手
ま
で
に
助
成
申
謂
手
続

き
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。都

市
防
災
不
燃
化
促
進
事
葉
は
、
放

射
H
号
線
地
区
(
荒
川
以
北
の
尾
久
橋

通
り
)
で
は
1
8年
3
月
3
1
日
ま
で
、

「
中
央
本
町
'
梅
島
地
区
」
で
は
1
3年
3

月
3
1日
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
不
燃
化
促
進
区
域
と
は
、
放
射
1
1
1

線
の
道
路
の
両
側
か
ら
お
お
む
ね
3
0
m

以
内
の
区
域
お
よ
び
中
央
本
町
と
梅
島

の
一
部
区
域
で
す
。
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
n
建
築
防

災
担
当
係生

け
垣
づ
く
り
に

助
成
し
ま
す

み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
な
み
づ
く
り
の

た
め
、
道
路
に
面
し
た
部
分
で
の
生
け

垣
緑
化
工
事
な
ど
に
助
成
金
を
交
付
し

ま
す
。
地
震
な
ど
の
災
害
の
と
き
に
、

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
、
生
け
垣

に
造
り
か
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
塀
の
撤

去
費
用
も
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

問
先
n
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
係

都
営
住
宅
あ
き
家
・

新
築
(
家
族
・
単
身
者
)

入
居
者
募
集

募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
布
期
間
-
1
0

月
1
0
日～
1
7
日
(
上
・
日
曜
日
は
除
ぐ
)

※
募
集
内
容
な
ど
、
く
わ
し
く
は
「
申

込
用
紙
(
申
込
の
し
お
り
)
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い

申
込
用
紙
配
布
場
所
U
住

宅
管
理
係
、
各
区
民
事
務
所
(
予
定
枚

数
に
達
し
次
第
配
付
終
了
)

問
先
―

住
宅
管
理
係

区
長
へ
の

手
紙
か
ら

区
長
へ
寄
せ
ら
れ
た
フ
ァ
ク
ス
・

手
紙
な
ど
に
対
す
る
区
長
か
ら
の

返
信

□
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ぼ
る
か
ぎ

に
感
謝
(
要
旨
)

①
青
井
に
住
む
主
婦
。
8
1歳
の
母
は
足

が
悪
い
た
め
、
外
出
を
控
え
て
い
た
が

ぼ
る
か
ぜ
お

お
か
げ
で
、
一
箱
に
出

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
気
軽
に

乗
れ
る
バ
ス
に
感
謝
し
て
い
る
。

②
ぼ
る
か
ぜ
‘に
乗
っ
た
ら
、
乗
り
降
l

す
る
た
び
に
、
運
転
手
む
利
川
者
も

あ
い
さ
つ
す
る
。
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い

中
、と
て
も
さ
わ
や
か
な
気
分
で
し
た
。

□
肩
地
区
に
も
直
行
バ
ス
を
(
妥
旨
)

区
役
所
へ
行
く
の
に
不
便
。
扇
地
区

に
も
直
行
バ
ス
を
走
ら
せ
て
ほ
し
い
。

□
区
長
か
ら
の
返
信

4
月
か
ら
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ぼ

る
か
"
”
が
西
新
井～
綾
瀬
問
を
走
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
バ
ス
は
車

い
す
の
方
も
楽
に
乗
り
降
り
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
車
体
も
小
さ

く
少
し
せ
ま
い
道
路
も
走
れ
る
の
で
、

そ
の
周
辺
の
方
か
ら
は
買
い
物
な
ど
気

軽
に
乗
れ
る
と
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
、

私
も
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
扇
・
江
北
方
面
の
方
々
に

は
、
区
内
を
東
西
に
移
動
す
る
バ
ス

便
が
少
な
く
、
不
便
を
お
か
け
し
て
い

ま
す
。
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
一
般
乗

合
バ
ス
も
、
バ
ス
路
線
に
っ
い
て
は
、

バ
ス
事
業
者
が
収
益
性
を
考
慮
し
て
決

め
て
お
り
、
な
か
な
か
区
の
意
向
が
反

映
し
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
区
と

し
て
は
、
今
後
も
強
く
新
規
路
線
を
バ

ス
事
業
者
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
鉄
道
の
少
な
い
足
立
区

に
待
望
の
新
線
の
工
事
が
、
今
、
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
部
地

区
を
走
る
日
暮
里
・
舎
入
線
は
1
5年

皮
、
東
部
地
区
を
走
る
常
磐
新
線
は
1
7

年
度
開
業
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

両
線
が
開
業
し
ま
す
と
、
地
下
鉄
千

代
田
線
が
昭
和
4
6年
に
開
通
以
来
、
ほ

ぼ
3
0年
ぶ
り
の
新
線
と
な
び
事
T
。こ
れ

に
よ
り
、
区
内
を
南
北
に
縦
断
す
る
鉄

這
は
東
武
線
を
含
め
3
本
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
を
横
に
つ
な
ぐ
バ
ス

路
線
も
大
き
な
変
更
が
必
要
と
思
わ
れ

ま
す
。

今
、
そ
の
た
め
の
バ
ス
路
線
再
編
計

廡
を
関
係
機
関
と
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
小
回
り
の
き
く
小
型
バ
ス
の

導
入
に
っ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
今
し
ば
ら
く
お
時
間
を
た
ま
わ

り
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

区
長
　
鈴
木
恒
年

清
掃
ト
ピ
ッ
ク
ス

そ
の
2

1
0月
1
日
は
浄
化
槽
の
日
で
す

区
内
に
は
、
現
在
約
7
千
基
の
浄
化

槽
が
あ
Q
ま
す
。
浄
化
槽
を
使
用
し
て

い
る
方
は
、
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、

次
の
こ
と
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

□
必
要
書
類
の
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く
　

浄
化
槽
新
設
の
と
き
は
、
建
築
確
認

を
受
け
た
も
の
を
除
い
て
、「
浄
化
槽

設
置
届
出
書
」
と
、
浄
化
槽
使
用
開
始

洳
日
以
内
に
「
浄
化
槽
使
用
開
始
報
告

書
」
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
下
水
道
が
完
成
し
た
と
き
は
、

で
き
る
だ
け
早
ぐ
下
水
道
に
つ
な
ぐ
工

事
を
行
い
、「
浄
化
槽
廃
止
届
」
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
水
洗
化
工

事
に
は
利
子
補
給
制
度
を
利
用
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
U
計
画
調

整
課
助
成
係

□
に
お
い
で
困
つ
て
い
ま
せ
ん
か
?
　

浄
化
槽
の
清
掃
・
保
守
点
検
を
し
て

い
ま
す
か
?
年
―
回
以
上
は
専
門
業
者

に
よ
る
清
掃
・
保
守
点
検
を
行
い
ま
し

ょ
う
。
ま
た
清
掃
を
し
て
も
に
お
い
が

気
に
な
る
場
合
、
浄
化
槽
の
故
障
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者

に
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

□
浄
化
槽
法
が
一
部
改
正
、
1
3
年
4
月

か
ら
麺
に
に
な
り
ま
す
。

浄
化
槽
に
は
、
し
尿
の
み
を
処
理
す

る
「
単
独
処
理
浄
化
槽
」
と
、
し
尿
と

あ
わ
せ
て
雑
排
水
も
処
理
す
る
「
合
併

処
理
浄
化
槽
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
多
く
使
わ
れ
て
い
る
単
独
処
理
浄
化

槽
は
、
台
所
、
浴
槽
、
洗
濯
な
ど
で
使

用
し
た
水
は
、
そ
の
ま
ま
川
ま
で
流
れ
、

環
境
を
汚
染
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
の
法
改
正
で
、
新
設
す

る
浄
化
槽
は
、
環
境
保
全
の
た
め
、
原

則
と
し
て
合
併
処
理
浄
化
槽
の
み
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

《
清
掃
課
》

ひ
ろば

=

＝
催
し
=
＝

★
「
保
育
窒
な
か
ま
」
バ
ザ
ー
1
1
月
3

日
興

午
前
1
0時
3
0分
～
午
後
3

時

奈
兩
天
時
1
1月
5
日
凹
/
興
野

公
園
/
日
用
雑
貨
品
な
ど
の
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
(
1
0月
1
5日
ま
で
)
/
保

育
室
な
か
ま

(
3
8
8
6
)
7
2
8
7

★
介
護
講
談
9
月
2
8
日
團
、午
後
6

時
洳
分
～
9
時
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/

田
辺
鶴
英
氏
(
講
談
師
)
/
無
料
/
ど

な
た
で
も
可
/
伊
東

(
3
8
5
9
)
2
0
4
6

★
う
め
だ
「子
供
の
家
」バ
ザ
ー
1
0
月

2
2
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
/
模

擬
店
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
あ
り
/
広
岡

(
3
8
8
9
)
8
8
0
0

★
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
I
嶄
し
い
葬

凖
-
1
1
0
月
2
1
日
出
、午
後
1
時
3
0
分

～
4
時
/
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/
3
0入
(

先
着
順
)
/

劭
円
(
資
料
代
)
/
事

前
申
し
込
み
(
夜
間
)
/
渡
辺

(
5
6
1
6
)
1
2
1
3

★
第
3
2回
花
さ
く
バ
ザ
ー
1
0
月
2
9日

面
、
午
前
1
0時
3
0分
～
午
後
2
時
3
0分
/

城
北
養
護
学
校
/
品
物
の
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
/
花
畑
共
同
作
業
所

(
3
6
2
0
)
5
7
4
1

★
子
ど
も
と
一
緒
に
お
料
理
教
室
1
0

月
2
1
日
出
、午
前
1
0
時
～
午
後
1
時
3
0

分
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/
学
齢
前
の
子

ど
も
と
保
護
者
で
料
理
を
作
り
、
試

食
/
無
料
(
材
料
費
は
実
費
)
/
障
害

者
(
児
)
の
参
加
も
可
/
小
川

(
3
8
9
9
)
7
1
8
2

★
足
立
区
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
協
会
講

習
会
1
0
月
1
日
面
、
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0分
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/
食

べ
た
く
な
る
よ
う
な
「
フ
ラ
ワ
ー
ケ
ー

キ
」
作
成
/
花
代
の
み
(
実
費
)
/
事

前
申
し
込
み
/
佐
藤

(
3
8
5
3
)
3
9
6
5

★
生
き
・
イ
キ
・
粋

和
太
鼓
ラ
イ
ブ
1
0

月
9
日
圓
、
午
後
1
時
3
0分
/
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル
/
無
料
/
竜

0
9
0
(
-
1
2
0
)
5
9
7
8
=
＝

会
員
募
=
＝

★
足
立
バ
ト
ン
チ
ア
ー
サ
ー
ク
ル

毎

週
日
曜
日
、
午
前
1
0時
1
5分
～
正
午
/

梅
島
第
二
小
学
校
ほ
か
/
月
額
3
千
勁

円
/
野
口

(
3
8
8
9
)
8
5
5
2

★
楽
舞
(
ラ
ブ
)
健
康
ダ
ン
ス
倶
楽
部

毎
月
第
2
・
4
火
曜
日
、
午
後
2
時
～
3

時
3
0分
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
ほ
か
/
入

会
金
2
千
円
、
月
額
3
千
円
/
小
倉

(
3
9
4
1
)
9
2
6
7

★
ピ
ギ
ン

ー
ザ
ー
ニ
ッ
ト
(
手
編
み
)

毎
月
第
1
・
3
月
曜
日
、
午
後
2
時
～
4

時
/
中
央
本
町
セ
ン
タ
1
ほ
か
/
入

会
金
千
円
、
月
額
4
千
円
/
藤
野

(
3
8
4
8
)
4
6
5
4

★
木
隔
会
(
油
絵
)
月
2
回
土
曜
日
、

午
後
1
時
～
5
時
/
梅
田
セ
ン
タ
ー
ほ

か
/
入
会
金
3
千
円
、
月
額
3
千
円
/

大
沢
　
　
(
3
8
8
9
)
2
9
9
6

★
ホ
ラ
イ
ズ
ン
(
初
心
者
英
会
話
)

毎
週
土
曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

/
保
木
間
5
1
2
5
1
4
5
/入
会
金
2
千

円
、
月
額
4
千
円
/
成
人
の
方
(
高
校

生
可
)
/
木
村(

3
8
8
6
)
1
3
6
3

★
フ
ル
ー
ル
(
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
)
毎
月
第
2
・
4
金
曜
日
、午

前
1
0
時
～
正
午
/
保
塚
セ
ン
タ
1
ほ
か

/
入
会
金
千
円
、
月
額
2
千
円
/
鈴
木

(
3
8
8
3
)
8
6
7
9

★
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
足
立

毎
週
土
・

日
曜
日
/
千
住
地
城
/
月
額
3
千
円
/

佐
々
木
　
　
(
3
8
8
1
)
8
6
1
6

★
英
会
話
サ
ロ
ン
毎
週
土
曜
日
、午

前
1
0
時
3
0
分
～
正
午
/
中
央
本
町
セ
ン

タ
ー
ほ
か
/
月
額
2
千
汕
円
/
小
山

(
3
8
8
3
)
5
3
1
9

★
手
話
基
礎
教
室
毎
週
水
曜
日
、午

後
7
時
～
8
時
4
0
分
/
亀
有
北
集
会
所

/
半
年
千
円
(
テ
キ
ス
ト
代
別
)
/
往

復
(
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み
/

〒
1
2
0
・
0
0
0
1
大
谷
田
2
-
9
-
7

小
林
　
　
(
3
6
0
5
)
0
7
3
1



2000 年( 平成12 年) 9 月25 日あ だ ち 広 報第1283号 ( 8)

時
代
に
あ
わ
せ
た
区
政
を

―
「
第
三
次
行
政
改
革
に
つ
い
て
」
提
言
―

区
の
第
三
次
行
政
改
革
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て

い
た
足
立
区
行
政
改
革
推
進
委
員
会
(
松
本
敏
郎
会
長
)
は
、

「
第
三
次
行
政
改
革
に
関
す
る
答
申
」
を
9
月
1
2日
に
区
長
に

答
申
し
ま
し
た
。
区
で
は
、
7
年
度
に
「
足
立
区
行
政
改
革
大

綱
(
第
二
次
)
」
を
定
め
、
積
極
的
に
行
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
提
言
を
も
と
に
、
1
3年
度
か
ら
施
行
の

行
政
改
革
大
綱
(
第
三
次
)
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

区
の
自
立
を
め
ざ
し
て

1
2年
4
月
か
ら
、
都
K
制
度
改
革
に

よ
り
ほ
は
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
新
た

な
ス
タ
1
卜
を
切
り
ま
し
た
。
区
の
自

己
責
任
は
重
く
な
り
、
自
ら
の
力
で
、

幕
礎
的
自
治
体
と
し
て
の
責
務
を
果
た

す
こ
と
、
す
な
わ
ち
区
が
自
立
す
る
こ

と
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
時
代
を
迎
え
た

の
で
す
。

区
は
、
政
策
の
立
案
と
実
行
に
お
い

て
能
力
的
に
も
財
政
的
に
も
自
立
し
、

か
つ
、
区
民
と
の
協
働
関
係
を
一
層
推

進
し
な
が
ら
、
区
の
個
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
第
三
次
行
政
改
革
に
よ

っ
て
、K
の
財
源
、
入
材
、
地
域
資
源

を
有
効
に
活
用
し
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供

し
得
る
執
行
体
制
を
確
立
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

4
つ
の
課
題
と
改
革
の
視
点

区
の
自
立
を
め
ざ
し
て

、
改
革
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て

、

①
最
適
な
施
策
を
実
施
す
る
こ
と

②
財
政
構
造
改
革
を
進
め
る
こ
と

③
疔
内
執
行
体
制
を
適
正
化
す
る
こ
と

④
開
か
れ
た
区
政
を
推
進
す
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す

。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
行
政
改

革
に
具
体
的
に
取
り
机
ん
で
い
く
際
に

は
、
こ
れ
ま
で
の

「
効
率
化

」、
「
ス
リ

ム
化

」
、
「
公
平
性

」、
「
社
会
環
境
や
K

民
二
1

ズ
の
変
化
へ
の
対
応
」
な
ど
の

視
点
に
加
え

、
新
た
に

「
成
果
と
コ
ス

ト
を
重
視
す
る

」
「
施
策
と
成
果
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
す
る
」
と
い
っ
た
視

点
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す

。

行
政
改
革
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は

企

画

課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

届
き
ま
し
た
か
?
調
査
票

2000

国
勢
調
査

平
成
1
2
年
1
0
月
1
日
(
日
)

1
0月
1
H
現
在
で
、
令
国
一
斉
に
閥

勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

た
だ
い
ま
、
調
査
貝
が
皆
さ
ん
の
お

宅
に
調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
に
伺
っ

て
い
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
U
足
立
K
国
勢
調
を
実
施
本
部
事

務
局
(
総
務
課
統
計
係
内
)

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

4つ
の
課題の
解決
に向
けた

主
な
取
り
組
み

行
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

次
の
事
項
を
提
。4し
て
い
ま
す
。

□
民
間
活
力
の
活
用
の
推
進

民
間
等
と
の
役
割
分
担
と
区
の
責
任

領
域
を
明
確
に
し
た
ヽ
?
人
で
、
嘔
鴦
主

体
を
民
間
に
移
す
民
営
化
や
、
民
閥
委

託
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
区
民
・
地

域
・
企
楽
・
都
な
ど
の
保
有
す
る
人

的
・
物
的
資
源
が
区
に
投
下
さ
れ
る
よ

う
、民
間
等
の
誘
導
策
を
講
じ
て
い
く
。P
F
I

な
ど
の
新
た
な
事
梟
苳
法
の
活

川
を
推
進
す
る
。

□
施
策
の
重
点
化
と
再
構
築

1
2年
度
か
ら
一
部
導
入
し
た
区
の
施

策
な
ど
の
成
呆
を
測
定
・
検
証
す
る
K

政
診
断
制
度
を
活
用
し
て
、
政
策
・
施

策
の
重
点
化
と
再
構
築
を
側
る
。

□
財
政
構
造
改
革
の
推
進

徹
底
し
た
内
部
努
力
を
行
う
こ
と
は

も
と
よ
り
。
財
政
の
関
与
す
べ
き
分
野

や
守
備
範
闘
を
見
直
し
、
施
策
の
取
捨

選
択
、
再
構
築
を
行
う
と
と
も
に
、
必

要
な
財
源
の
確
保
策
に
取
り
組
む
。

□
人
材
開
発
と
庁
内
の
分
権
化

1
2
年
6
月
に
篤
`
し
た
「入
材
育
成

彖
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
職
貝
研
修
を

充
実
し
、
職
貝
の
政
策
形
成
能
力
な
ど

の
向
上
に
努
め
て
い
く
。
職
貝
が
積
極

的
に
創
造
性
・
開
発
意
欲
を
持
ち
、
改

革
や
改
跨
に
取
り
艇
め
る
条
件
整
備
を

行
う
。
ま
た
、
庁
内
の
分
権
化
を
推
進

す
る
。

□
官
員
管
理
お
よ
び
人
件
費
の
適
正
化

の
推
進

社
会
経
済
状
況
の
変
化
を
蹄
ま
え
、

事
務
処
理
の
効
率
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
定
貝
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、
職

貝
定
数
の
一
層
の
削
減
を
図
る
。
非
常

勤
職
員
や
新
た
な
再
任
用
職
員
の
活
用

を
図
る
。
ま
た
、
職
貝
の
給
与
等
に
つ

い
て
、
適
正
水
準
を
維
持
す
る
。

□
時
代
に
即
応
し
た
組
織
の
見
直
し
　

施
策
や
事
務
事
業
の
再
構
築
を
図
り

な
が
ら
、
機
能
的
で
ス
リ
ム
な
組
織
を

構
築
す
る
。
ま
た
、
重
要
政
策
の
実
現

を
め
ざ
し
た
政
策
重
視
型
の
組
織
と
し

て
い
く
。

□
公
社
等
の
経
営
改
革

事
務
事
業
の
見
直
し
や
区
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
策
の
実
施
な
ど
、
公
社
等
の

経
営
の
改
革
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
公

社
等
の
入
材
の
確
保
の
あ
I
方
な
ど
に

っ
い
て
も
抜
本
的
に
検
討
す
る
。

□
区
民
と
の
協
働
の
推
進

行
政
と
区
民
・
地
域
と
の
役
割
分
担

を
明
確
化
し
つ
つ
、
区
民
や
地
城
、
さ

ら
に
は
多
様
な
団
体
と
の
協
働
関
係
を

築
き
、
地
域
課
題
に
対
応
し
て
い
く
。

□
透
明
性
の
向
上
と
情
報
の
共
有
化
の

推
進1

2年
7
月
に
改
正
さ
れ
た
情
報
公
開

制
度
の
普
及
啓
発
と
適
正
な
運
用
等
に

努
め
て
い
く
。
ま
た
、
情
報
提
供
の
内

容
や
方
法
を
さ
ら
に
工
夫
し
、
効
果
的

な
広
報
に
努
め
る
な
ど
、
区
民
と
の
区

政
情
報
の
共
有
化
を
推
進
す
る
。

□
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

利
用
者
で
あ
る
K
民
の
側
に
立
っ

て
、
区
民
に
わ
か
り
や
す
く
、
親
し
ま

れ
る
区
政
を
進
め
る
た
め
、
職
貝
の
接

遇
の
改
善
を
回
る
。
共
働
き
世
帯
な
ど

区
民
生
活
の
多
様
化
を
踏
ま
え
。
繁
忙

期
に
お
け
る
臨
時
窓
口
の
開
設
の
拡
充

な
ど
、
開
庁
時
間
の
見
直
し
を
行
い
、

区
民
の
利
便
性
の
向
1
1を
図
る
。
近
年

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
を
は
じ
め

と
す
る
情
報
技
術
の
進
化
を
踏
ま
え
、

区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
観
点
か
ら
、

新
た
な
情
報
技
術
の
活
用
を
検
討
す

る
。

あだちカレンダー　10 月

☆印のついたものは、今号に記事が掲載されています

「あだち広 報」は 毎月10日( 新聞折り 込み) と25 日( 各戸 配布) に発行し て
います。区民 事務所や駅の広報スタン ドにも 置いてあり ますので 、ご利用く
ださい

小・中学生のいじめ相談
月曜日～金曜日( 祝日を除く) 、午前9時～午後4時30分

3880―5577( 教育委員会教育指導室内)

学びの情報をキャッチ! 午前9時～午後8時

生涯学習情報ダイヤル 5813―3736
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/manabi / i nf o/
あなたの探す講座やイベントを、区内情報を中心に、いつ、どこで開催されるかをご案内します

古紙配合率70% 再生紙を使用し てい ます
A. K　281, 000


